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建設省松江国道工事事務所においては,安来地区の一般国道 9号の交通混雑を緩

和して,円滑な交通を確保し地域社会の発展に資するため,一般国道 9号のバイパ

スとして安来道路の建設を進めています。

道路整備に際しては,埋蔵文化財の保護にも十分留意しつつ関係機関と協議しな

がら進めていますが,避けることのできない文化財については,道路事業者の負担

によって必要な調査を実施し,記録保存を行っています。

当安来道路においても,道路予定地内にある文化財について島根県教育委員会と

協議し,同委員会のご協力のもとに平成元年度から発掘調査を行っています。

本報告書は,平成 5年度に実施した遺跡調査の結果をとりまとめたものです。本

書が郷土の埋蔵文化財に関する貴重な資料として,学術ならびに教育のため広く活

用されることを期待すると共に,道路事業が埋蔵文化財の保護にも十分留意しつつ

進められていることへのご協力をいただきたいと思うものであります。

最後に,今回の発掘調査及び本書の編集にあたり,ご指導ご協力いただいた島根

県教育委員会ならびに関係各位に対し深甚なる謝意を表すものであります。

平成 6年 3月

建設省中国地方建設局松江国道事務所

所 長 神 長 耕 二



序

島根県教育委員会では,建設省中国地方建設局の委託を受けて,平成元年度から

一般国道 9号 (安来道路)建設予定地内遺跡の調査を行っております。本年度から

は安来市島田町～吉佐町間 (1-1区間)の調査に入りました。この報告書は本年

度に実施しました石田遺跡,カ ンボウ遺跡,国吉遺跡 (安来市吉佐町)の調査結果

をとりまとめたものです。

安来道路の建設が進められています安来平野一帯は,古代から文化が栄えた地域

であり,多くの遺跡が確認されております。今回調査を実施しました石田遺跡,カ

ンボウ遺跡からは古墳時代の集落跡や古墳が発見されました。また,弥生時代や古

墳時代を中心にたくさんの遺物も出上し,当時の人々の生活の一端をうかがい知る

ことが出来ました。これまで知られていた神代塚古墳や穴神横穴墓に加えて,こ の

地域に関する貴重な資料が新たに加わりました。

本報告書が多少なりとも安来平野周辺の歴史を解明する契機となり,また広く一

般の方々の埋蔵文化財に対する理解と関心を高める上で役立てば幸いです。

本書を刊行するにあたり,調査にご協力をいただきました地域住民の方々や建設

省中国地方建設局松江国道事務所をはじめ関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成 6年 3月

島根県教育委員会

教育長 今 岡 義 治



H

1,本書は建設省中国地方建設局の委託を受けて,島根県教育委員会が1993年度 (平成 5年度)に

実施した,一般国道 9号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2.本書で扱う遺跡は安来市吉佐町に所在する国吉遺跡,カ ンボウ遺跡,石田遺跡である。

3.調査組織は次の通りである。

調査主体  島根県教育委員会

事 務 局  文化課 広沢卓嗣 (課長),山根誠二 (課長補佐),中島 哲 (文化係長),伊藤

宏 (同文化係主事) 埋蔵文化財調査センター 勝部 昭 (セ ンター長),久家儀

夫 (同課長補佐),工藤直樹 (同企画調整係主事),田部利夫 (島根県教育文化財団

嘱託)

調 査 員  卜部吉博 (埋蔵文化財調査センター主幹),丹羽野裕 (同主事),深田 浩 (同主事),

岩橋孝典 (同主事),倉敷 実 (同教諭兼文化財保護主事),片山寛志 (同教諭兼主

事),大本公良 (同教諭兼主事),花井 浩 (同講師兼主事),原 昌徳 (同臨時職

員)

調査指導  山本 清 (島根県文化財保護審議会長),池田満雄 (同委員),田中義昭 (島根大学

法文学部教授),渡辺貞幸 (同教授)

遺物整理  加藤住子,門脇卓子,来海順子,桑谷美代恵,佐々木孝子,陶山佳代,高橋啓子,

多久和文子,野中洋子,長谷川弘子,牛尾リコ子,佐伯明子,野坂栄子,三輪スミ子

4.発掘作業 (発掘作業員雇用等)については,建設省中国地方建設局,島根県教育委員会,硼中

国建設弘済会の三者協定に基づき,島根県教育委員会から間中国建設弘済会へ委託して実施した。

社団法人 中国建設弘済会島根支部 布村幹夫 (現場事務所長),吉岡勇治 (技術員),勝部達也

(技術員),原 博明 (技術員),松本佳子 (事務員)

5.石川悦雄,大谷晃二,大森隆雄,甲斐忠彦,杉谷愛象,常松幹雄の各氏には報告書作成に有益

な助言を頂いた。また坂本諭司氏には現地調査において協力をいただいた。

6.挿図中の方位は,国土調査法による第Ⅲ座標系の軸方位である。

7.本書に掲載した「遺跡位置図」は建設省国土地理院発行の地形図を使用した。

8,本書で使用した遺構記号は次の通りである。

P… ピット,SB…掘立柱建物跡,SD…濤状遺構,SI…竪穴住居跡,SK…土墳

SR… 自然河道,SX…その他の遺構

例
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挿図の縮尺は図中に明示した。

本書の編集執筆は調査員が協議分担して行った。それぞれの分担は目次に明示した。

所載遺跡の出土遺物及び実測図,写真は島根県埋蔵文化財調査センターで保管している。
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第 1 土早 調査 に至 る経緯

昭和47年 5月 26日付けで,建設省松江国道工事事務所から島根県教育委員会に「国道 9号バイパ

ス」建設の基本設計資料として,島根県境の安来市吉佐町から松江市乃白町までの30.3klnに おける

埋蔵文化財の有無について照会があった。そこで,県教育委員会では,地元教育委員会の協力を得

て,昭和47年,48年に遺跡の分布調査を実施した。これらの調査結果等を応、まえ建設省からルー ト

案が提示され,昭和48年 7月 には松江市東地区の予定ルー トにかかわる遺跡の取扱いについて協議

があった。昭和49年 7月 には安来地区の清水一月坂間のルー ト案について協議があった。つづいて ,

昭和50年 1月 22日 付けで県教育委員会あて松江東地区と安来地区のうち清水一月坂間の一部につい

て発掘調査の依頼があった。これを受けて,昭和50年 7月 には建設省と契約を取り交わし,昭和50

年度,松江市竹矢町才ノ峠古墳群,同矢田町平所遺跡,安来市早打町大坪古墳群の発掘調査を,昭

和51年度には,松江市平所遺跡の関連再調査,東出雲町出雲郷夫敷遺跡の試掘調査を実施した。平

所遺跡では,埴輪窯跡から馬・鹿 。家 。人物などの形象埴輪が出上し,52年 6月 には国の重要文化

財に指定された。

昭和55年度・56年度には,昭和57年に開催が決定していた「 くにびきJ国体の主要幹線道路とな

る「松江東バイパス」(以前は「米松バイパスJと呼ばれていた)東出雲町出雲郷から松江市古志

原町に至る5.4km間の 7遺跡 (東出雲町の春日遺跡,夫敷遺跡,松江市の布田遺跡,中竹矢遺跡 ,

才ノ峠遺跡,勝負遺跡,石合遺跡)のうち2車線分を緊急に調査した。

その後,「松江バイパスJは高規格道路に設計変更され「松江道路」となり,昭和60年に建設省

から前回調査した 7遺跡の残り4車線分の調査依頼があった。調査は昭和61年度から平成 3年度ま

で,順次行った。

昭和61年度には安来市島田町から同赤江町に至る延長6.9klnが「安来バイパス」として事業化さ

れたが,昭和63年度には高規格道路に計画変更され,「松江道路」につなぐ東出雲町出雲郷―安来

市吉佐町間の18.7晰の「安来道路」として実施されることになった。この計画変更で予定ルー トに

も変更が生じたため,昭和62年度・63年度に再度分布調査を実施した。発掘調査は,まず,安来市

赤江町から島田町に至る6.9km(イ ンター部を合む)で平成元年度から同4年度まで 7遺跡 (安来

市官内町官内遺跡,佐久保町大原遺跡,同臼コクリ遺跡,同岩屋口遺跡,黒井田町越峠遺跡,同才

ノ神遺跡,島田町島田南遺跡)で実施し,平成 4年度からは安来市荒島町―東出雲町出雲郷を「安

来道路西地区」として,さ らに,平成 5年度からは安来市吉佐町―島田町を「安来道路東地区」と

して実施中である。
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第 2章 位 置 と 環 境

石田遺跡,カ ンボウ遺跡,国吉遺跡は島根県安来市吉佐町に存す。吉佐町は島根県の東端で鳥取

県米子市に隣接し,なかでもこれらの遺跡は吉佐町でも東側にあたり,ま さに県境の地といえる。

国吉遺跡は,島根県と鳥取県の境界となる国吉山の頂上部,カ ンボウ遺跡は国吉遺跡から西に下り

た丘陵の緩やかな斜面,石田遺跡はその西に広がる谷の水田部分にあたる。これらの遺跡の約700

m北には中海が広がり,古代においてはさらに遺跡近くまで中海が広がっていたものと考えられる。

周辺には数多くの遺跡が存在しているが,調査例は少なく,様相が知られているのは古墳に限ら

れている。比較的古相の古墳としては,国吉遺跡の北に延びる丘陵先端部にあった,八幡山古墳や

今年度調査を行った吉佐山根 1号墳が箱式石棺を持っている。カンボウ遺跡に隣接して,丘陵の先

端部に存す神代塚古墳は,横穴式石室が露出しており,山陰須恵器編年Ⅲ期の須恵器が表採されて

いるが,古墳の年代を直接的に示す資料であるかは確証がない。またカンボウ遺跡の東上方には神

宝古墳群があり,横穴式石室が露出している古墳もある。一方石田遺跡の西の丘陵には,家形石棺

内蔵の横穴もある穴神横穴群や平横穴群など横穴墓が多く知られている。なおこれらの遺跡の約 2

km西にはI古式須恵器を生産した門生古窯跡群が存在し,注目される。

||＼

11.国吉遺跡 2.カ ンボウ遺跡 3.石田遺跡 4.平ラⅡ遺跡 5.平ラ I遺跡 6.山ノ神遺跡 7.徳津見遺跡 抗

骸醒竹智 牲選野「 F重″士選
・偏♂fψ柾≧茸管茅環確傷堅選

月生黒谷Ⅱ遺跡1&F弓生黒谷Π遺跡
彎 lR妾 衣 目 摘 優  19抽 會 古 惜 避14.国吉山古墳群 15.吉佐古墳 16.六ノ坪遺跡 17.神代塚古墳 18.き さ貝姫塚 19.神宝古墳群   子
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第 3章 石 田 遺 跡

第 1節 調査 の概要 と経過

石田遺跡は島根県安来市吉佐町字石田815番地外に所在し,西には平ラI遺跡 。吉佐山根 1号墳。

穴神横穴墓群が存在する丘陵が南北に延び,東は鳥取県との県境にあたる国吉山などの丘陵により

東西を遮られた地形を呈し,遺跡は両丘陵の谷間を縫って,南から御茶屋川が吉佐の小平野に流れ

出る標高 8～ 13mの低地に立地する。現在遺跡から中海までは,直線で700mの距離があるが,古

代においては中海はかなり湾入していたものと考えられる。

調査は1993年 4月 15日 に トレンチ調査を開始し, 4月 27日 より本調査に入った。石田遺跡の大部

分を占める水田部をI・ Ⅲ区とし,カ ンボウ遺跡に連続する丘陵部分をI区 として実施した。 6月

中にI区とI-1・ 2区の調査を終了し, 9月 中にI区全体を,12月 27日 までにⅢ区の調査を行い,

全体の調査を終了した。

その結果I区では古墳時代後期の建て替えの痕跡を持つ竪穴住居跡 1棟と掘立柱建物と考えられ

る柱穴群,濤状遺構,土坑などを検出した。柱穴群の付近には土坑や固く締まった焼土・集石など

がみられ複雑な様相を呈している。また,包含層中から多量に古墳時代後期の竃・甑・甕 。高杯・

杯・土錘などの生活色の強い土器群や,少量ではあるが弥生時代後期の上器が出土している。

調査区は全体的に近世～現代の農耕によりかなりの削平を受けており, I区でも竪穴住居跡の北

端が削平され一部が消滅していた。I区では近現代の水田利用により,耕作上の下約20cmで地山に

達し,古墳時代後期に埋没した自然河道と一部の上坑・濤と近現代の農耕に伴うピット群以外は遺

構が残存していない状況であった。Ⅲ区ではI区で確認した自然河道の下流部とピット群を確認

した。

なお,直接遺構には伴わないものの,I～Ⅲ区全体の包合層中から鎌倉～江戸時代に至るまでの

白磁 。青磁・土師質土器 。青花 。伊万里・唐津 。備前 。天目など中近世土器や北宋銭・寛永通宝な

ど銭貨 。鉄鏃も少量ながら出土したことにより周辺に中近世の集落域などが存在した可能性を考え

ることができる。

この調査の結果,石田遺跡近辺では弥生時代後期 。古墳時代後期 。中近世に集落が形成され,そ

の都度過去の遺構を破壊していることが確認できた。

以下, I・ IoⅢ区の順に調査の概要を記すことにしたい。
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A断面土層
⑤表 土
②淡黄褐色土
O暗黄褐色±
O淡茶掲色土
⑤賠掲色土
①暗責褐色土
〇淡褐色粘質土
①淡褐灰色粘土
①地山(明黄褐色土)
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O黄褐色砂礫土
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(D掘灰色粘質土 A
169褐灰色粘質土 B
O暗黄褐色土

E

素屯0誌

を与ξttξ暮き望T本炭を含む)   ユ
■)淡茶褐色土 (土器片、木炭を合む)

t,茨茶褐色土

。淡褐色土 (土器を含む)
7淡褐色土

.8茶褐色上 (上器片、木炭を含む)
0暗禍色土 (土器片、木炭を若千含む)
け暗褐色土

9        ,        40m

第 3図  I区全体図 (平面S-1/300 断面 S-1/120)
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第 2節 遺 構 ・遺 物

I-1区

S101(第 4図 )

I-1区中央部北端から北側半分近くを農業用水路によって破壊された形で検出した。

住居跡は建て替えの痕跡が認められ,埋土からは須恵器の杯身・杯蓋・壺・高杯,土師器甕など

が出上した。しかし,床面直上からの遺物は側濤内より上錘が 1点出上したのみで,新古の住居跡

の年代差などは検証しがたいが,埋土中や周辺出上の遺物を考慮すると6世紀末から7世紀前半の

時間幅の中で連続的に新古の住居が存在したことが考えられる。

SЮl古は北側を破壊されているが南東側上場の一辺で6.15mをはかる方形竪穴住居である。主軸

は標高10.Om付近の等高線に沿って南東～北西に取っている。床面の隅には幅15～ 20cm。 深さ5～

10cmの側濤がめぐっているが,貼床の痕跡は認められなかった。主柱穴はP― OあるいはP一 Nと

P― Kが対になり,さ らに北側の消滅部分に2本の対になる主柱穴が存在したと考えられ, 4本柱

構造が想定できる。また,住居跡南辺は緩く弧を描くようなカープを持ち,それに接する柱穴 P一

Bと P― Cの間には階段状のテラスが存在し,出入口になる可能性がある。

S101新は古段階の住居より東に振った形で,前段階の住居とほぼ同規模の大きさで建てられてい

る。この住居の主柱穴はP― Gと P― Kと 考えられ,構造自体は古段階の住居と大差は無いと思わ

れるが,南西コーナーには古段階住居の側濤を埋めた後,新 しく作り付け竃が設置されている。竃

は幅50cm・ 高さ45cmの部分まで残存していたが,煙出しなどは消滅していた。宅の上半部は暗赤福

色に焼土化していたが,下半部の壁体は焼土化しておらず脆くなっていたため,明確な壁体の確認

はできなかった。しかし断面立ち割りによって底面の固く焼けた赤褐色土が焚回から上方に伸び,

その上に灰や木炭を含んだ軟質上が堆積していたことにより,複数回数にわたって使用されたと考
(註 1)

えることができる。規模からみて西日本に通例な甕一つ掛けタイプであるが,住居の壁面中央では

なく南西側のコーナーにはど近い位置に設置する特異な例といえよう。

SK01(第 5図 )

SЮlの南方80cmの位置に所在する長径75cm× 短径80cm・ 深さ20cmの土坑である。日縁を欠いた砿

2個体 (9・ 10)力式土坑直上から並んで出土している。土坑内からは土器の細片しか出土しておら

ず,磁と土坑との関連は不明である。
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①暗茶掲色粘質土
(土器片を含む)

②灰褐色粘質土A
(比較的緻密 )

③掲灰色粘質土
④灰掲色粘質土B
(黄褐色土 を含む)

③地山(明黄褐色土)

I-2区

SB01(第 6図 )

4間分の柱穴を確認したのみであり掘立柱

建物ではない可能性もある。柱穴は直径50cm・

深さ20～40cmで 1間は約80cmである。掘立柱

建物と考えるとSD03な どもこの建物に付属

する排水濤とすることができるが,出土遺物

がないため時期は不明である。

SD02・ 焼土 (第 6図 )

9    0,5    1m番 号は図版と対応   焼土は長さ190cm。 幅40～70cmの範囲に広

がっており,固く焼き締まって明橙禍色から

第5図  I-1区 SK01実測図 (S=1/30)  赤褐色を呈している。焼土直上には古墳時代

後期の須恵器杯蓋・杯身・高杯,水晶の原石

などが散在していたが,焼土との関係は不明である。

SD02は焼上を囲うようにコの字形にめぐる長さ5m。 幅30～ 50cm・ 深さ20cmの濤で,埋土は黒

禍色粘土が明度により2層に分かれるのみであった。焼土と同時期という確証はないが,同時期と

すれば山側からの流水などを断ち,火所を湿気から守るための機能を持っていることが考えられる。

SK02(第 6図 )

焼土を切ってSD02と 平行する細長い土坑である。長径175cm× 短径40cm・ 深さ20cmを はかり,埋

土は暗禍色粘質上のみで,中世期の鍋形土器 1個体が完形で出土した。

集石遺構 (第 6図 )

焼土から150cm北東の位置に約20個の挙大の礫からなる幅30cm。 長さ110cmの集石を検出した。石

は標高9,7m付近で高さは揃っているが,上器や下部構造を伴わないため,その時期・機能などは

不明である。

I-3区

土器溜 (第 7図 )

I-3区北側の標高9.0～9,5m付近で長さ5.5m。 幅1.5mの帯状の範囲に挙大から人頭大の礫と

土師器甑・移動式竃 。甕・土製支脚,須恵器甕・壺・杯身・杯蓋・高杯などが集中的に投棄された

ような形で検出した。土器は完形やそれに近いものも多く一括性の高いものであり,住居の廃絶時

や祭祀など非日常的な行為によって一括投棄されたと考えられる。この土器溜の南方には高さ1.5

-8-
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mあまりの崖状の急斜面があり,投

棄・転落のいずれの場合でもこの崖

上からなされたものと考えられる。

SD01(第 8図 )

南西から北東方向に延びる濤状遺

構であるが,約4.5m分 しか検出さ

れなかった。幅80～ 100clll・ 深さ40

cmほ どが残存していたが,中央部は

近世～現代の農耕用の濤が重複して

いた。

濤の底面付近からは須恵器杯蓋 。

杯身,土師器甕などが出上している。

この濤は削平された竪穴住居跡の側

濤の可能性もあるが,確証が得られ

ないため保留しておく。

I区包含層

I-2区遺構群の北側で lmほ ど

の包合層の落ち込みを 3箇所のサブ

トレにより確認したが,遺構の存在

は認められず,そのまま下段のSR01

の氾濫原に達していると判断して,

それ以上の掘削を行わなかった。サ

ブトレから出土した遺物は細片のみ

で図化できなかったが,I区の他地

点と同様 6世紀後半から7世紀前半

のものであった。

I-3区 の崖上段にあたる標高

■ ,5～ 12.5m付近ではI区の他箇所

のように明黄禍色の地山が検出でき

ず,暗茶禍色粘質土が深く堆積して

おり,こ の上層の上面には弥生時代

躍 =

母

翻

働砂

/

0              1.Om

第 7図
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中期末の土器が散在していた。遺構は認められなかったもののI-3区表土から太型蛤刃石斧が出

上し,東隣のカンボウ遺跡から同時期の上器が断片的ながら出土することからも,石田遺跡を含む

近隣の低丘陵地域に方生時代中期～後期の集落域が展開していたものと考えられる。

汰
9     1     21m  番号は図版と対応

第 8図  I-3区 SD01実 測図 (S-1/60)

I・ III区

SD05・ 06(第 11図 )

I-3区南東隅で検出した濤である。SD05は I-3調査区南端から6.50mほ ど北流して完結す

る幅90cm。 深さ10cmの浅い濤である。

SD06は 5mほ ど北流し途中から北東方向に曲がり4mほ ど延びてSDC15に合流する前に終わる。

＼
＝
川
ヽ
上
下
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幅50～ 100cmで深さ10cm以下の浅いものである。

2つの濤とも埋土は上層が灰禍色砂層,下層が淡褐灰色砂礫層で両層とも吉墳時代後期の土器片

を含んでいることから,同時期に形成されたものと考えられる。

SK05(第 11図 )

SD06に近接する長径90× 短径70cm・ 深さ12cmの不整円形の上坑である。SD06で最上層に位置し

た灰褐色砂層がSK05では最下層に位置することからSD05・ 06よ り後出するものと考えられるが,

その性格は不明である。

SK04(第 12図 )

I-3区西端に位置す

る長径4,15m× 短径3.25

m・ 深さ20cmの不定形土

坑である。土坑の最深部

は東側に偏っており,埋

土は古墳時代後期の上器

片を含む暗禍色粘質土層

1層であった。

SX01(第 13図 )

Ⅱ-6。 7区にまたがっ

て存在する長さ10.5m・

幅3.5m・ 深さ20cmの不

定形土坑状の遺構である。

底部には71の杯蓋など土

器を含む紫禍色系の砂礫

が堆積 しておりSD05・

06と類似し,形成過程 。

時期の近似性が指摘でき,

SR01の 増水時にその流

水により形成された小規

模な三日月湖状の落ち込

みであろう。
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第10図  Ⅱ-6区 SR01実 測図 (S-1/150)

―-13-―



Ｉ К Ｉ

①
暗
褐
色
粘
質
土
層
(礫
・
木
炭
。 土
器
片
を
含
む
)'
  
  
 1
  
  
 ?
m

②
地
山
(淡
掲
色
弱
粘
質
シ
ル
ト
)

第
12
図
 
Ⅱ
-3
区
SK
04
実
測
図
(S
=1
/6
0)

輔
岬

①
皓
褐
灰
色
シ
ル
ト
質
粘
土

②
暗
掲
灰
色
粘
質
砂

③
灰
褐
色
砂

④
淡
灰
撮
色
粘
土
lB
a粘
質
)

③
灰
褐
色
砂

③
白
褐
色
シ
ル
ト
(地
山
)

⑦
淡
掲
灰
色
砂
礫
土

9 
  
  
1 
  
  
 ?
m

第
11
図
 
Ⅱ
-3
区
SD
05
・
06
・
 S
K0
5実
測
図
(S
-1
/6
0)



岬
 
生

功 ィ

］
�

苓
71

」

1.
絶 2.
殿
似
灰
褐
色
シ
ル
ト
質
■
l

3.
麻
di
(淡
灰
褐
色
土
)

4.
暗
褐
由
粘
質
±
1(
土
器
片
を
含
む
)

5.
地
山
俄
灰
色
粘
質
シ
ル
ト )

6,
暗
掘
色
粘
質
±
2(
4層
よ
り
地
山
土
を
多
く
含
む
)

坪
m

第
14
図
 
Ⅱ
-5
区
SD
o7
・
08
実
測
図
(S
=1
/6
0)

い Ｏ
Ｌ

聖
ニ

①
耕
作
土

②
淡
褐
色
土

」
I③
暗
茶
褐
色
土

④
淡
紫
掲
色
砂
層
(土
器
片
を
含
む
)

⑤
淡
紫
福
色
礫
混
土

⑥
暗
紫
灰
色
砂
礫
層

①
地
山
(黄
褐
色
シ
ル
ト
)

①
地
山
(暗
茶
褐
色
土
)

― ～ ―

0_
__
二
L_
__
聟
m

第
13
図
 
Ⅱ
-6
・
7区
SX
01
実
測
図
(S
=1
/8
0)



ヤ SR01

tuも   '  I  I  '  心

刊

＝

鞘

＝

＝

市

＝

引

＝

＝

刊

＝

劃

Ｅ

い
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

9        写       10m

Ⅲ区西。北壁土層
〇耕作土
〇明黄褐色土
① 暗 褐 灰 色 粘 質 土

④ 灰 掲 色 粘 質 土 (木炭 を含 む )

① 暗 黄 灰 色 粘 質 土 A
①暗黄灰色粘質土 B
O淡茶褐色土 (木炭を含む)
①地山 (橙褐色土)
◎晴灰褐色粘質土 (強粘質)
⑩淡黄禍色粘質土 (本炭を含む)
〇暗灰色粘土 (土器片を含む)
〇暗褐灰色粕質土
〇明灰褐色砂質土

〇皓灰褐色粘土 (土器片を含む)
〇 明灰色粘質土 (粘性弱い )

〇 灰色粘質土

〇 黒褐色粘土 (強粘質 )

〇黒灰色粘土
⑩黒灰色粘土 (土器を含む)
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第15図  Ⅲ区全体図 (平面S-1/300 断面 S-1/150)
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SD07・ SD08(第 14図 )

ともにI-5区北端に位置する濤である。SD07は南東から北西に流れる濤で西側は調査区外に

及んでいる。幅20～40cm・ 深さ16cmをはかり,埋土は古墳時代後期の上器片を合む暗禍色粘質土層

1層である。

SD08は SD07か ら北に3.5mの位置しSD07に平行するように3.5mほ ど北西に向かって流れ,それ

から北流し調査区外に延びる幅22cm・ 深さ 9 cmほ どの濤である。埋土はSD07と 同様に暗褐色粘質

土である。

SR01(第 9。 10・ 15図 )

I-1・ 2・ 6区からⅢ区にかけて検出した南西から北東に蛇行しながら流れる自然河道で,現在

遺跡の西側を流れる御茶屋川が石田遺跡I-1区の直前で90度西に流れを変え,再び北流するよう

に人工的に手が加えられる以前の流れと考えることができる。幅は最も上流にあたるI-1区で

4.5m,下流のⅢ区では幅 8～10mに広がっている。深さ70cm前後までは上層から暗灰色粘質土・

黒禍色粘土・黒灰色粘土など粘性の強い堆積物が広がっており,最上層には中近世土器や鉄鏃・北

宋銭など鎌倉～江戸初期の遺物を含み,上層以下では古墳時代後期の土器を多量に合んでいた。粘

土層下にはグライ化した青灰色砂礫層があり,大型の流木などを含んでいたが湧水のため掘削を断

念した。

I-1区 出土遺物

SЮl(第 16図 )

1～ 3は土師器甕であるが 1は 回径20.5cn, 2は 回径18,9cm, 3は 口径24,7cmを はかり,いずれ

も住居の14層暗黄禍色土から出上している。

4・ 5の杯蓋はいずれも小片で全体の1/5程度しか残存していなかったが, 4は埋土中層出上で復

原口径12.5cmを はかる。 5は住居跡内のP― Dか ら出土したもので復原口径12.9cmを はかる。

6は 14層から出土した杯身で回径12.2cmを はかる。 7は住居跡下層から出土した高杯脚部で底径

10,7cmを はかり,透かし孔は 3方向に開いている。 8の上錘はピットAに接する側濤底部から出土

したもので長径3.6cm・ 厚さ3.Ocm・ 重さ32.3gをはかり,精製品ではなく0.5mln以下の砂粒を含ん

でいる。

SK01(第 17図 )

9はSK01上面から出土した琺で, 回径10.Ocm・ 器高14,lcm・ 胴部最大径9.5cmを はかる。顕部 。

口縁部ともに無文で頸部から回縁部に移る部分の稜も退化し丸みを帯びている。回縁部は一部を残

し打ち欠かれていた。
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10は 9と並んでSK01上面から出土した磁で, 口縁部は打ち欠かれていた。 9よ りひとまわり小

型で胴部最大径は8.4cmであるが, 9と 同様に文様や稜が退化したタイプになると考えられる。

包含層出土遺物 (第 17図 )

11は土師器甕で日径26.6cmをはかる大型品である。12は須恵器杯蓋で口径13.5cln・ 推器高4.5cm

で稜の痕跡を残さないものである。13～ 15は須恵器杯身で日径は13が 12.Ocln,14が 11.lclll,15が

10.Ocmと多少差があるが製作技法・形態などは類似しており,ほぼ同時期のものと考えられる。

Q◎
9            1         旦OCm

第16図  竪穴住居跡S101出 土土器 (S-1/3)

lく
7
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第17図  I-1区 SK01・ 包含層出土土器 (S-1/3)

I-2区 出土遺物

SK02(第 18図 )

25は土師質の鍋形土器で回径17.5cm・ 器高11.6cm。 最大径18.Ocmを はかり,体部外面上半には煤

が付着し,下半部は火を受けて暗赤福色を呈している。調整痕は明確ではないが, 日縁部内外面は

微細な条痕を残すヨコナデ,体部下半部も微細な条痕を残すナデ。ユビ押さえ調整である。体部内

面もユビ押さえ 。ユビナデ調整だが部分的にケズリ状に砂粒の動いた痕跡も見られる。

SB01・ 焼土付近 (第18図 )

W。 18・ 20・ 21が SB01付近地山面及び焼土直上遺物であるが,Wの杯蓋は比較的器高が高く天

井が丸いもので, 回縁端部内面には段が退化した沈線がめぐっている。日径は12.3clnで ある。18の

杯蓋は稜を沈線を施すことによって表現しており, 日径は13.8clnで ある。20は回径11.8cmの 杯身で

器高は3.9cmである。21は 口縁端部を欠損しているが最大径14.2cmを はかる杯身である。

I-2区包含層 (第 18図 )

16は杯蓋として図化したが中央部は欠損していたためつまみの有無は不明である。日径10.9cmを

はかる。19は口径12.6cmの杯身である。立ち上がり内面基部には深い沈線を持たずに緩やかに立ち

上がるものである。22は高杯脚部で 3方向に透かし孔を持ち,底径9。 6cmを はかる。24は須恵器直

―-19-―



第18図  I一Ⅱ区SK02・ SB01・包含層出土土器 (S-1/3)

口壷の日縁部で復原口径7.6clnを はかる。

I-3区出土遺物

土器溜 (第 19。 20・ 21図 )

26は置竃 (移動式竃)で破片化していたものの 8割以上復元できた残存状況の良いもので,高さ

34.6cm・ 釜穴径27.2cm・ 焚口の高さ27,7cm・ 焚回の幅25.0～ 35.2cm・ 器壁の厚さ2.Ocmを はかる。

内面は若千,火を受けているらしく淡赤褐色化しているが,色調の変化は僅かであり,あまり使用

しなうちに破却されたものであろう。外面には15cm程度の幅で帯状に黒斑がめぐっている。焚回の

庇は体部の完成後に帯状の粘土板を貼り付ける付け庇であり,右側面の庇は全て剣離し,天丼部の

庇は形成時の粘上の重量により中央部がややたわんだように下がっている。調整は内面が下から上

へ向けてのヘラケズリで外面は縦方向のハケメ調整で,焚口と口縁部はユビナデ・ ヨコナデ調整で

ある。

27は土師器甕で口径21.7cm・ 胴部最大径30.Ocm。 頸部径18。 9cm・ 器壁の厚さ4 mmをはかり,底部

は欠落するが重心が器高の1/2よ りやや下った位置にあり,安定した丸底になると考えらる。日縁

部内外面はヨコナデで,頸部以下の胴部内面は下から上方向へのヘラケズリを施し,外面は崇J落や

煤の付着により不明な点も多いが,縦方向のハケメ調整をほどこしている。外面は全体的に煤が付

ヽ
＼ぎ一二
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第19図  I-3区 土器溜出土土器 1(S-1/4)
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着しており,底部は熱で暗灰禍色に変色している。

28・ 29はともに甑形土器であり,図上では別個体として掲載しているが出土地点が近接し,色調・

胎土なども類似しているため同一個体の可能性も考えられる。28の回径は25.lcm。 29の底径は12.6

cmで内面は下から上へのヘラケズリで外面は縦,斜め方向のハケメ調整で口縁部・底縁部はともに

ヨヨナデである。底部は筒抜けのタイプであるが,桟を渡すための穿孔の有無は不明である。

30～ 32・ 34は土製支脚である。背面の穿孔が途中で止まる30～32の タイプと穿孔が正面まで貫通

し,背面につまみを持つ34の タイプがある。30は高さ15.9cm・ 底径10.5clnで底部に粘土が充填され

平底である。全体の整形はユビナデ 。ユビ押さえによる。31は高さ15,3clnを はかり,底部は 8 mmほ

どの凹面を持っている。32は高さ15.3cmを はかり底部に高さ2.lcmの 凹面を持っている。34は高さ

14.9cm。 底径11,3cmを はかるもので,底部は高さ3.6clnの 凹面を持っている。調整はユビナデ 。ユ

ビ押さえの後,部分的にハケメ調整を行っている。いずれの土製支脚も直接火を受ける正面は二次

焼成により淡橙褐色～明橙褐色に変色している。

33は土錘で一部欠損しているが,全長2.9cm・ 幅2.7cm。 現状での重さ18.4gをはかる。

SD01(第 22図 )

35は須恵器杯蓋で口径13.lcm・ 器高4.3cmを はかり,稜は 2条の凹線を施すことにより突出する

中央の隆帯をそれに見立てている。回縁端部内面には段の退化した幅 2 mmほ どの沈線がめぐってい

第21図  I-3区 土器溜出土土器 3(S=1/4) 第22図  I-3区 SD01出 土土器 (S-1/3)

鶴
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る。36も 杯蓋で回径14.lcm・ 器高4.7cmではぼ35と 類似した形態であるが, 回縁端部内面の沈線は

消失している。37は杯身で回径11.5cm・ 器高4.2clnで立ち上がりは内傾して延びながら途中でやや

外反して終わっている。38は SI刃1埋土から出上した弥生土器で壺の胴部と考えられる。幅 6 mm長

さ 8 mlnの 貼り付け凸帯を持ち,その側面には2条の凹線を施している。

一紳
Ｐ

一

■ヽ
，
一

第23図  I-3区 包含層出土土器 (S-1/3)
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第24図  I-3区 包含層出土石器・土製品 (S-1/2)

I-3区包含層 (第 23・ 24図 )

39～41は須恵器杯身である。口径は11,3～■ ,9cm・ 器高は3.2～ 4.Oclnである。口縁部の形態など

一律ではないがいずれの個体も回転ヘラケズリを行わず,回転ヘラ切り調整のみである。

42～44は杯蓋で口径12.1～ 13.5cm。 器高4.3～ 4.4cmでいずれも稜が強い回転ナデ調整による緩や

かな起伏によって僅かにつけられる程度に退化したもので,天丼部は高く丸みを持っている。

47～49は高杯で回径14.4～ 14.6cm・ 底径8.6～9.5cm・ 器高9.5～ 10。 lcmである。47・ 48は脚部に

透かし孔をもたないが,49は 2方向に透かし孔を持つものである。

45は直回壷の回縁部で回径7.lcmで ある。46は破片資料であるが,形態 。大きさから琺になると

思われる。50は土師器飩の把手で牛角状の形状を呈する。51は壷の口縁部で日径は14.5cmをはかり,

口縁部はヨヨナデで頸部直下の内面はヘラ状工具で刺突して接合部分を補強している。52は弥生土

器の底部で,底径4.7cmを はかる。

53は伊万里焼の皿で図柄は花弁文様で,底径は8.Ocmである。54～57は土師皿で54が 口径13.8cm・

器高4.lcmを はかるが,その外の3個体は回径7.7～8.6cm・ 器高1,4～1.7cmの小型品で,底部はす

べて回転糸切り痕を残している。

58は弥生時代の太型蛤刃石斧で基部は欠落しているが長さ10.lcmが残存している。刃部の長さは

3.8cmで一部に刃こばれがあるが,顕著な使用痕は認められない。体部には部分的に斜め方向の擦

一-25-―



痕が認められるが,使用痕か形成段階の研磨痕かは現状では不明である。材質は泥岩質の堆積岩で ,

現状での重量は466gでぁる。

59～61は土錘で全長4,4～4,7cm・ 幅1.2cm・ 重量4.8～6.5gで胎土はほとんど砂礫を合まない精

製されたもので,規格性の高いものである。

■・Ⅲ区出土遺物

SR01・ SX01(第 25・ 26・ 27図 )

62～66は須恵器杯身で立ち上がりの長い63・ 65・ 66と 立ち上がりが短く内傾する62・ 64に分類で

きる。立ち上がりの長いタイプは口径10.9～ 12.6cm。 器高4.1～5,Ocmで底部の回転ヘラケズリも

1/2付近まで達している。立ち上がりの短いタイプは回径9,9～ 11.2cm・ 器高3.9cmで ある。

67～ 71・ 78。 79は杯蓋で69。 70な どはやや鋭さを失いながらも突出する稜を持ち回縁端部に段が

残存するなど比較的古相を残している。71は SX01出上で回径12.Ocm・ 器高3,7cmの完形品であるが

稜は痕跡を留めるだけで天丼部も丸味を帯び,回転ヘラ切りの後,回転ナデを施している。

72～76は高杯であるが,72が長脚 2段透かし孔 (3方向)を ,73が 2方向の透かし孔を持つ以外

は透かし孔を持たないものである。74はやや小型で底径9.5cm,75・ 76はそれぞれ底径12.3・ 13,4

clnである。

77は畝の回縁部になるものと思われ,日縁部外面に 8～ 9条の櫛状工具による波状文をめぐらせ

ている。口径は15.6cmで,頸部から口縁部に移る稜はシャープに斜め下方に突出する。

80は皮袋形瓶で全体の残存状況は良くないが,全体像は想像を交えて図上復原した。通常の皮袋

形瓶は体部の側面観が台形もしくは扇形になるが,本例では半月状を呈し,鳥形瓶とも思える形状

である。胴部上半は無文で,下半部は規則的に直径 6～ 7 mmlの竹管文を配列しているが,縫合線を

表す隆帯は表現されない。頸部中程には両側から穿孔されているが,片側しか貫通していない。全

長は22.5cm程度・器高は1lcm以上になると考えられるが日縁部が欠損しているため詳細は不明であ

る。胴部下半中央で袋を閉じるように粘土を接合し,外面にはみ出した粘土を鋭利な工具で削り取っ

ている。同種の上器としては粗雑な作りで, 口縁部内面には頸部接合時にはみ出した粘土塊が厚く

付着するなど鈍重な印象を与えるものである。島根県では松江市・山代二子塚古墳,岩屋後古墳例

に続き3例 目である。

81・ 82は混入した中近世土器である。81は暗緑色の釉薬のかかった燭合と考えられる。口径は

10.9cmで ある。82は伊万里焼の碗で底径4.5cmで高合側面に幅 l mmの条線を描いている。W4は弥生

土器の底部で,やや上げ底になっており底径は7.2cmである。

33は磨石で幅9.Ocm・ 厚さ6.5cmを はかるが途中で欠損しているため全長は不明である。石材は凝
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第25図  Ⅱ・Ⅲ区自然河道 SR01出 土上器 (S=1/3)
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灰岩質の柔らかいものである。84は北宋銭「元祐通宝J(初鋳1086年 )で,字体は象書体であり,

径2.45cm。 現重量2.33gをはかる。

85は安山岩製の石匙であり,全長7.4cm・ 高さ3.Ocm。 厚さ6.5mm。 重量13.7gで ,表面は風化 し

ているが下部全面に刃部を作り出している。摘みは幅 9 mm。 長さ1.3cmである。

86・ 87は黒曜石の象

`片

であるが,図示したもの以外に十数点の象J片が出上した。88・ 93は黒曜石

のスクレイパーで,88は全長5,8cm・ 幅3.Ocmを はかり底面は湾曲して滑らかである。93は全長5.0

cm。 幅3.9cm。 厚さ2.lcm。 重量29.63gでぁる。89は碧玉の象1片で玉の形割工程途中のものと思わ

れ,暗緑色硬質の良質石材である。調査区からは他に4点ほど碧玉が出土している。

90・ 91は凹基式の石鏃で,901よ安山岩製で全長3.3cm。 幅1.9cln。 重量2.19gである。91は黒曜石

製で全長2.2cm。 幅1,3cm。 重量0.51gをはかる。92は中世の鉄鏃と思われ全長12.7cm・ 刃部の幅 8

m‖ 。重量17.49gを はかる。

94～ 123は全て土錘である。94～115は細長いタイプのものだが,その中でも全長 3 cm前後のもの

と, 4 cmを 越えるものに分類することができるが,最も重いものでも6.5gを越えるものは無く,

ほとんどのものは 1～ 3gの間におさまり,胎上は暗橙禍色で砂粒をほとんど含まず,規格性の強

いものである。

116・ 118はそれぞれ全長4.3cm・ 4.7cm,重量13.8g。 42.lgを はかる厚長型のもので,胎土中に

若千砂粒を合むが焼成は良いものである。

116・ 117・ 119～ 1231よ丸型のもので全長より全幅が広いもので,重量は15,9g～36.5gをはかる

が,胎土中に砂粒を多く含み比較的焼成の甘いものである。

工・Ⅲ区包含層 (第28・ 29図 )

包含層中からは,弥生時代後期から古墳時代初頭,古墳時代後期,鎌倉～江戸時代の遺物が出土

している。弥生土器 。古式土師器は数量的には少なく磨滅したものが多いが,古墳時代後期の土器

は数量も多く,磨滅の少ないものでカンボウ遺跡や石田遺跡I区 と関連が深いものと考えられる。

鎌倉～江戸時代に至る間の遺構は確認できなかったが,青磁・白磁 。青白磁・青花 。伊万里・唐

津 。天目・備前・土師質土器・北宋銭・寛永通宝・鉄鏃など数量は少ないが多様な遺物が出上して

いる。以下,その概要について述べてみる。

124は弥生土器の底部で底径7.7cmを はかり,安定した平底である。125は古式上師器の鼓形器合

で筒部しか残存していないが,脚合部内面は横方向のヘラケズリを施すもので,外面の部分は磨滅

のため調整不明である。上部稜径は14.6cm,下 部稜径は13.5cmで小谷式に属するものである。

126は置竃の焚口左側上部の破片で,庇は壁体から1.5cm程度突出するタガ状の付け庇である。 I。

Ⅲ調査区内でも竃の破片は数点あり,I区など丘陵部からの転落 。投棄が考えられる。
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127～ 131は須恵器杯身で127は 回径10.7cmの小型品で,立ち上がりも短く内傾するものだが,128

～131は 口径12.4～ 13.7cmを はかる大型品で,特に129は立ち上がりが長く延び,先端に平坦面を持

つ古相のものである。

132～136は須恵器杯蓋で133・ 136のように口縁端部内面に段を持ち,比較的シャープな稜を残す

ものから,134の ように回縁端部内面に段を残しながら,稜がシャープさを失い2条の凹線の間に

できる隆帯によってかろうじて表現されるまで退化したものや,さ らに回縁端部内面の段が沈線に

退化した148,稜が退化し天丼部が丸くなった132ま で存在し,杯身とともにTK10～ TK209段階の

須恵器が確認できる。

137・ 138・ 140～142は須恵器高杯である。残存率が悪いが137・ 138は透かし孔をもたないもので ,

142は 3方向に縦長三角形の透かし孔を持つものである。140は長脚二段透かし孔高杯で長方形の透

かし孔を上下各段に3つずつ配していると考えられる。141は小型高杯の脚部で底径8.7cm。 現状の

高さ3.4cmの透かし孔の無いものである。

139・ 141は土師器高杯で139は筒部しか残存していないものの,内面は接合痕が顕著に残り,杯

部に近いところではヘラ状工具で余った粘土を削り出した痕跡が確認できるが,外面は磨滅が激し

く調整は不明である。141は小型高杯の脚部で外面傾斜変更点付近には,反時計回りの絞り痕が見

られ,裾部はヨコナデである。内面には形成時の放射状の絞り痕が顔著に残存している。

144は須恵器壺の回縁部で回径11.4cmを はかり回縁端部外面には緩やかな凹面を持ち,頸部は内

外面ともヨヨナデ調整で無文である。143は須恵器高合付椀で底径8.5cmで外に踏張った高合を貼り

付けている。

145・ 146は土師器甕で回径はそれぞれ16.8cm。 18.3crnを はかり,いずれも回縁部の器壁は l cmあ

まりで比較的厚手のものである。

148～ 150は土師器把手で甑あるいは甕の部分と考えられる。148は 回縁部の下 3 cmのところに幅

7.5cm。 長さ4 cm。 厚さ1.5cmの偏平な把手がつくものである。149・ 150は通常の牛角状把手である。

151は備前焼の招り鉢であるが底部近くの一部しか残存していなかった。約 l cm間隔に横線を施

した後,櫛状工具による七条の招り目がやや間隔を開けてほどこされる。

152・ 153・ 158。 165・ 171・ 172は伊万里焼で158以外は碗・皿である。158とよ小型の蓋で4分割で

きる幾何学文様を配するもので18世紀前半の作である。171・ 172は内面に網手文を施し,見込みに

蛇ノロ釉ハギを持つ皿で,171は 口径11.7cm・ 底径4,Ocm・ 器高3.6cmを はかり,172は底部のみ残存

するが底径4.2cmを はかるものであり,と もに18世紀前半の製品と考えられる。

154は中国青花の碗で縁取りのある草木文様が外面に施されており,16世紀後半の製品と考えら

れる。160は青白磁で, 口径11.lcmを はかる無文の碗である。
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156・ 157は土師皿でそれぞれ日径8.8cm・ 8,7cm,器 高は共に1.8cm・ 底径は5.3cm・ 4.2cmで底部

は回転糸切り痕を残している。

162・ 164は玉縁を持つ白磁碗で,大宰府分類Ⅳ類にあたり12世紀前半の製品と考えられる。166・

167は白磁碗の高合部で,166は高合底部を除く全面に灰白色の釉薬が施されている。

155・ 159・ 163・ 168。 170。 173・ 174は青磁で,163・ 1701よ大宰府分類I-1類の碗になると考

えられるもので,緩やかに外反する口縁を持ち,外面は暗緑色の釉薬が施されている。

173は内面底に木ノ葉状のスタンプ文を施す大学府分類龍泉窯糸I-5c類の碗である。155は外面

に大型で鏑のない蓮弁をめぐらすもので,外面に鏑を持つ蓮弁がめぐる159と ともに大学府分類龍

泉窯糸I-5a・ b類に相当し,13世紀前半のものと思われる。168は底部しか残存していないが ,

底径6.2cmで底部の器壁の厚さが1.5cmを はかる大型品で,底面は内外とも無釉である。

169は唐津焼であり, 回径12.5cm・ 底径4.6cm・ 器高3.3cmを はかり,高合部外面にはヘラケズリ

がなされ,内面と外面上半は淡禍灰色の釉薬が施されている。

第 3節 小 結

石田遺跡の調査の結果,古墳時代後期の遺構と縄文時代から江戸時代に至る多様な遺物が検出さ

れ,吉佐の小平野をめぐる歴史の一端が明らかになったが,以下いくつかの問題点について述べて

みる。

古墳時代集落

I-1区で検出した竪穴住居S101は床面から良好な土器資料が出土していないが,埋土中と住居

の周辺の包合層 。SK01出土土器はTK43新相～TK209に併行するものであり,おおよそ西暦600年

前後のものと考えられる。なお,S101の存在する丘陵はカンボウ遺跡の所在する丘陵と連接してお

り,同遺跡I区の 3棟の竪穴住居などと相前後して建築され,集落を形成していたものと考えられ

る。遺跡の眼前には中海が広がり,生業の一部に漁携活動があったことは土錘の出土などからも伺

うことができる。

煮沸形態 3類

石田遺跡では 6世紀末～ 7世紀初頭の煮沸形態として,住居内の作り付け竃・置竃 (移動式竃)・

土製支脚という3つの形態が確認できた。その内,土製支脚は破片資料も含めると10数点出土して

おり,ほとんどの個体は直接火を受ける正面が,明橙禍色に変色しており, 日常的な炊飯に使用さ

れたものと思われる。

住居内の作り付け竃は島根県内で4箇所 (瑞穂町 。今佐屋山遺跡,同 。長尾原遺跡,大和村・郷
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(註 4)

上遺跡,頓原町・森遺跡)の検出例があるが,いずれも山間部のもので,鳥取県を含んだ山陰地域

平野部では当遺跡S101新段階で検出したものが初例である。同じS101でも古段階期の住居には竃の

設置はなく, カンボウ遺跡の同時期の住居では中央部に炉跡と見られる焼土が存在するなどこの電

は極めて異質な存在である。この竃の底部は明橙禍色に焼き締まっており, 日常的に使用されてい

たものと考えられるが,在地的な煮沸形態が主流を占める中で外来色の強い作り付け竃を設置し使

用したこの住居の主は何らかの形で,畿内・吉備などの地域と関係を持っていたものと考えられる。

置竃は山陰地域でも類例が知られ,年々その数も増加しているが,土製支脚による煮沸形態が主

流の当地域では傍流の煮沸具といえる。当遺跡出上の竃 (26)も 2次焼成の痕跡・変色はそれほど

顕著でなく, 日常の炊飯で繰り返し使用されたものではない。

また,山陰地域の置竃の特徴として,か って稲田孝司氏が提唱したように把手を持たないことが

挙げられる。ミニチュアを含めた置竃は全国的な分布をみると,比較的偏在しており,東日本では

普遍的なものではなく,九州 。四国でもその割合は少なく,畿内・近江・北部瀬戸内に分布の中心

があるといえるが,それらの地域の置竃は把手を持つものが持たないものを凌駕している。把手は

当然持ち運びの利便のために亀本体に付加されるものであるが,山陰地方の置竃がそれを省略し移

動という行為を否定することの意味として,既に頻繁に移動すること無く,数回の使用で廃棄する

という前提があるためではなかろうか。当地方では日常の煮炊きには土製支脚を用いて,祭祀など

別火を用いる炊纂行為にのみ置亀を用いて,神前奉納・神人共食のための食事を調理したと考えら

れる。全国的な視野では反論・慎重論も多いが,少なくとも山陰地域では,土製支脚の根強い伝統

と置竃が把手・把持孔などの実用的要素を脱落させて受容されていることから, 日用の道具として

の亀ではなく,祭りの道具として竃を受容したのであろう。

中近世土器について

遺構には伴わないが,13世紀の青磁・白磁や16世紀後半の青花・天目・備前,18世紀の伊万里・

唐津などが出土している。関連が予想される遺跡として,カ ンボウ遺跡の北側に所在する六ノ坪遺

跡内に「総泉寺」と称される寺院が存在したことが知られている。総泉寺は隣国,伯者米子城主が

西の防衛に当てるため,慶長 6年から12年までの間に,出雲から伯者陰田に移転している。16世紀

後半に中国青花や天目茶椀など通常の農村では所有したとは思えない陶磁器が出土したことから,

石田遺跡の包含層中から出土した中近世土器もこの寺院に関連するものと考えられる。 (岩橋)

註

(1)杉井健「竃の地域性とその背景」『考古学研究』第40巻第1号 考古学研究会 1993
(2)鳥谷芳雄・丹羽野裕「風上記の丘地内遺跡発掘調査報告Ⅷ―山代二子塚古墳―J島根県教育委員会
1992
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(3)横田賢次郎・森田蝕「太宰府出上の輸入陶磁器について一形式分類と編年を中心として」『九州歴史
資料館研究論集』4 九州歴史資料館 1978年
(4)理蔵文化財研究会「古墳時代の寵を考える」第32回埋蔵文化財研究集会 1992
(5)稲口孝司「忌の籠と王権」F考古学研究』第2541号 考古学研劣会 1978
(6)註 1に同じ
(7)水野正好「g//_日 本古代竃神の周辺」『古代研究』24 (財 )元興寺文化財研究所 1982
(8)近野正幸「古墳出上の炊飯具形土器について」『神奈川考古』926号 神奈川考古同人会 1990
(9)四柳嘉章「吉横時代の沙雇と祭具J向ヒ陸の考古学』石川県考古学研究会 誌々 926号 1983
(10)註 うに同じ
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第 4章 カ ンボ ウ遺 跡

第 1節 調査 の概 要 と経過

カンボウ遺跡は,島根県安来市吉佐町字カンボウに存し,鳥取県境の国吉山から西にのびる低丘

陵に位置する。山頂から急激に,島根県側に向かって下った斜面は,標高25m前後あたりから緩や

かとなり,やがて広い谷に向かって舌状にのびる比較的低平な地形となる。カンボウ遺跡はまさに

この緩やかな斜面から舌状の丘陵に広がっており,調査前の地形観察からは集落等の最適地と考え

られた。また丘陵の先端部には横穴式石室を持つ神代塚古墳,上方には同様に横穴式石室を持つ神

宝 1号墳が存在,谷を隔てた丘陵には家形石棺を持つ穴神横穴群なども存在し,地形的にみても周

辺の遺跡の状況からしても注目される立地といえる。

現地調査は平成 5年 4月 12日 に開始し,12月 26日 に終了した。調査はまず遺跡の状況を把握する

ために,要所に トレンチを設定して確認調査を行い,その結果に基づいて調査区設定を行った。調

査区はまず便宜的に,ほぼ東西方向にはいる比較的深い谷を境にその南西側をI区,北東側を正区

と定めた。さらにI区は谷を境に調査区を東西に,I区は尾根を境に南北に区分して調査を行った。

調査の結果,I区は近世以降の開墾による削平が著しく,特に尾根上はほとんど遺構を検出する

ことはできなかったものの,古墳時代後期の古墳残欠が 2基,古墳時代後期の住居跡 3棟,古代～

中世の建物跡群などが検出され,他に弥生土器や須恵器等が出上した。また神代塚古墳の周囲の調

査も行ったが,後世の改変が著しく,古墳の規模や形態等を明らかにすることはできなかった。

Ⅱ区もI区 と同様に尾根上は削平されていたが,斜面から谷底にかけてかなりの遺構や遺物を検

出することができた。南調査区で

は, 5世紀後半の竪穴住居跡が 3

棟並んで検出され,ま た10世紀前

後の上器がまとまって出土した土

竣も検出された。北調査区では 7

世紀前後の竪穴住居跡が 3棟,時

期不明の建物跡や濤状遺構,上墳

等が検出された。また谷底には大

量の土砂が堆積し,層を分かって

弥生時代後期の土器と古墳時代後
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期以降の土器が大量に出土した。以下,I区,I区の1贋に検出した遺構,遺物について記していき

たい。

第 2節 I区 の 調 査

カンボウ遺跡I区は,谷に開けた平野方向に舌状に延びる緩やかな丘陵状に立地する。調査は便

宜的に谷を境に東調査区,西調査区に分け,また西調査区の北端には神代塚古墳が存在することか

ら,その東西に古墳の規模等を確認するための調査区を設定した。

調査の結果,西調査区の西側斜面から古墳時代後期の竪穴住居跡が 3棟 ,東調査区の南側斜面に

古代～中世の建物跡,尾根上に古墳時代後期の古墳残欠 2基等が検出された。以下それぞれの遺構 ,

遺物について記していきたい。

S101

西調査区西側斜面の現水田面より若干高い位置で検出された竪穴住居跡である。西側は流出によ

り失われているが,斜面上方側の残存状況から一辺4m(床面)の方形の住居跡と考えられる。掘

り方の上端からの深さは,上方でおよそ70cmを測り,床面壁際には浅い濤がめぐる。コーナー部分

はわずかながら丸みを持っている。柱穴は東西 2m,南北2.3mの間隔で長方形に規則的に4穴検

出されており,柱穴は径18～26cm,深 さ40～48cmを測る。床面中央やや南寄りには径45cm内外の焼

土が検出された。

遺物はほぼ床面から須恵器,土師器が出土した。うち図化できたのは3点である (第35図 1～ 3)。

1は杯身で,かえりはやや短くなり先端に向かって薄くなる断面三角形状を呈している。底部には

ヘラケズリがみられる。 2はその回縁部であろうか。 3は高杯で,脚部の対向する位置に三角形ス

カシと線状のキザミが施されている。杯身の特徴から六世紀末頃の遺構と考えられる。

S102

SЮlの西南下方に隣接して検出された竪穴住居跡である。両者は重なり合っているが,土層等で

直接的に前後関係を確認することはできなかった。角に若千の丸みを持つ方形を呈し,S101と はお

よそ30° ほど角度を違えている。東側の過半が後世の耕作により削り取られているため,規模は不

明であるが,床面で4m以上の長さは確認できる。壁際には濤がめぐり,床面には貼り床らしき粘

土層が認められる。柱穴は 1穴確認されており,貼り床上面で直径20cm,深さ52cmを測る円形のピッ

ト上のものが認められたが,,地山面には同じ位置に直径32cmの掘り方が認められ,柱穴に柱を立

てたのちに貝占り床を行ったのかもしれない。

遺物は貼り床面上から須恵器,土師器,砥石が出土している (第35図 4～ 12,14)。 4は蓋であ
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る。天丼部と口縁部の境には痕跡的に段が残り,天丼部には回転ヘラケズリを施す。回縁部はわず

かに外方に開きながら下り,端部は若千外につまみ出すようにして納めている。 5,6は天丼部に

つまみの付く蓋で,有蓋高杯に組み合わさるものであろう。ともに天丼部には回転ヘラケズリを施

すが,天丼部と口縁部との境に6は段を持つが 5は既に失われている。また 6の 回縁部外面には非

常に浅い線状の文様が施されている。 7～ 9は杯身である。いずれもやや内傾しながら立ち上がる

比較的長いかえりを持ち,底部には回転ヘラケズリを施す。10,11は高杯である。10は 7～ 9の杯

身とほぼ同形の外に脚が付いたものである。脚は外方に開いて下り,裾部近くで一度屈曲して平坦

＼
♪
Ｈ卜‐‐

な面を作った後再び下

りて上下につまみ出し

た端部にいたる。スカ

シは認められない。11

は脚部が裾付近で外方

に開き,下方につまみ

出した端部にいたる。

スカシは認められない。

12は須恵器壺である。

14は砂岩製の砥石であ

る。石のほぼ全面が砥

面として利用されてツ

ルツルしている。また

わずかに残された礫面

には 2条の筋状の砥面

が認められる。以上の

須恵器の特徴から, こ

の住居跡は 6世紀後半

頃のものと考えられ ,

遺物でみる限りS101よ

りも古い住居跡となる。

S103

S101,S102の南側 ,

西調査区の南端で検出

第33図 カンボウ遺跡 ェ区 S101,02遺物出土状況

1琳作■

2攪乱土
3茶掲色粘質土
4皓掲色粘賃上

5灰褐色粘賃上

6暗楊色粘質±   8資掲色粘質±
7淡皓禍色お質±  9黒掲色祐質■ 腫轟

第34図  カンボウ遺跡 IttS1 03付近土層断面図

こ杢
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第35図  S101,02,03出 土遺物実測図
(1～ 3・…・S101,4～ 12,14・・・・・S102 13・・… Si03)
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された竪穴住居跡である。

耕作による攪乱が著しく,

最終的に上層断面によって

確認されたのみで,形態,

規模等は不明である。土層

断面図で 9層下面が床面と

考えられ,壁際には濤らし

き落ち込みも見られる。 6

層より上はすべて後世の盛

り上である。床面と考えら

れる面から土師器甕が出土

した (第35図 13)。 短く外

方に開いた日縁から比較的

張った胴部を持ち,外面ハ

ケメ,内面はヘラケズリが

施されている。土師器甕の

編年が不明確で時期は不明

だが,古墳時代後期で大過

ないものと考えられる。

東調査区西斜面建物群

東調査区の西斜面下方,

谷に広がる水田面から若千

上がった部分で倹出された ,

濤 (SD01)と 100穴近い柱

穴群からなる遺構である。

SD01′よ斜面にほぼ平行 し

て検出された幅約40～70cm,

深さ10clt内 外の浅い濤状遺

構で,長さは18m以上,北

端では西に折れて下方に向

かい,北端から約13m南の
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０

　

　

〇
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町
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Ｏ
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1.暗褐色粘質土 iOう Omd'
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地点でやや東にずれてさらに南側へ続いている。この濤は一度東にずれる地点で下方に折れ曲がる

気配もうかがえ, 2本の濤が重なって検出されたものの可能性もある。

柱穴は非常に多く建物を復元するのは難

しいが,濤の単位に合わせて 8棟を復元し

てみた。SB01はSD01の北端から方向が変

わる部分までに対応し,桁行き5も しくは

6間で■m,梁間が 2間以上4.5m以上と

なる。かなり大規模な建物となるが,柱穴

は20から30clllと小さく頑丈な建物ではなかっ

たであろう。SB02は SB01の北に隣接し,

2間 ×2間以上 (3.lm× 4.6m以上)の建

物である。SB03は東にずれた濤に対応し,

一
…
吊
前
い
詳
周
肝

0               1m

第37図 SKol遺 物出土状況

6

0                  10帥

1～悧 SD01 13 遺構にともなわない土器
14 SK01

第38図  SDol・ SKol等 出土土器

⑫ b

一一一一一一一

―-46-―



4.5× 5.2m以上の規模に復元される。

遺物はSD01近辺で土師質土器の皿が出上している (第38図 1～ 12)。 1～ 9は 回径が 8 cln前後の

小形品で,底部には回転糸切り痕が残る。10は底部平底で回転糸切りが残り,上げ底状になった皿

である。これらの時期特定は難しいが,およそ古代末から中世初頭の時期であろうか。

SK01

SD01のやや西側で検出された長さ90cln,幅 50cln前後の不正な長方形土帳である。内部には敢質

の暗禍色土が堆積 し,直日壷が胴部で 2つに割れた状態で出土した。この壺 (第38図 14)は日顕部

がやや開いて立ち上がり,】同部下半にはヘラケズリがみられる。 (丹羽野 裕 )

カンボウ北古墳群の概要

カンボウ北古墳群は,I区東調査区中央に 2基ほど検出された。古墳は国吉山から北西に伸びる

なだらかな尾根上に立地し,上方を 1号墳,下方を 2号墳とした。 1号墳, 2号墳ともに墳丘は後

―キ..犠
日…土師器
▲…須恵器

0           5m

第39図 カンボウ北 1号墳調査後測量図遺物出土状況図
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1.灰褐色粘質土
2.暗灰褐色粘質上
3淡灰褐色粘質土
4暗褐色粘質土
5,茶 褐色粘質土

第40図  カンポウ北 1,2号墳土層断面図

第41図 カンボウ北 1号墳出土埴輪実測図

1耕作土
2淡黄灰色粘質土
3淡黄褐色粘質土

亀

中

・・

制
日
旧
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Ⅳ
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日
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世の開墾により削平され原形をとどめていないが,現存する周濤の輪郭や埴輪の出上分布状況から,

1号墳は円墳, 2号墳は方墳と推定される。 2号墳は 1号墳と約16mの間をあけてつくられている。

また, 1号墳より尾根上に約30m上方からも埴輪片が数点検出されており,他の古墳の存在も推定

されるが,畑の開墾等で現在のところ不明である。

カンボウ北 1号墳

1号墳 (第39図 )は尾根上に立地し,標高は約16.5mを測る。古墳の形態は,墳丘上部が後世の

開墾により削平されており,南側も山道により大きく改変しているため明確でないが,周濤が古墳

の北部から東部にかけて確認でき,その輪郭が円状を呈していることから円墳と判断した。

墳丘の大きさは,東側の周濤が一部残っていたことから東側周濤を古墳中央部を中心として折り

返し復元すると,直径約 9～10mと なる。

調査の結果,主体部は検出できず,わずかに古墳中央付近の地山上に石棺の根石と思われる25cm

ほどの石材が存在するのみである。土層 (第40図 )も表上下は茶福色土や黄褐色上の地山であり,

盛土なども検出できなかった。

周濤は東側で検出された。幅約 2～ 4m,深さ約60cm,濤底幅約80cmで,断面は緩やかな逆台形

を呈している。周濤からはほぼ土層全面から多数の埴輪片などが検出された。

出土遺物 (第41図 )は東側周濤内より埴輪片,土師器片,須恵器片が検出されたが,いずれも風

化が激しく,小片となっており,実測可能なものは 6点であった。 1～ 6すべて円筒埴輪の破片で

あるが, 4以外は風化が著しい。外面の 1次調整はナナメ方向のハケメ, 2次調整は胴部にヨコ方

向のハケメであるが, 2次調整が施されているのは 5のみで, 2・ 4・ 6は 1次調整のみ, 1・ 3は

不明である。タガは上端を突出させた合形の断面を呈するが, 1・ 2は三角形状である。 5端部は

生きているようであるが,接合面や日縁部である可能性も否定できない。

カンボウ北 2号墳

2号墳 (第42図 )も 1号墳と同様,尾根上に位置し,標高は14mである。墳丘の大きさは,墳裾

が削られていることから明確にできないが,東側および南側に周濤がかすかに残っていたことから

一辺約 8t9mと 推測される。墳形は,濤のラインが直線状をなすことから方墳と推定した。

土層 (第40図 )は表土下約20cmで地盤であり,盛土も確認できず,わずかに南側の周濤に土層が

堆積しているのみである。主体部も検出できなかった。

周濤は東側および南側に残り,東側はかすかなくばみが確認できるのみで,南側はわずかな土層

の堆積が確認できる。

出土遺物 (第43,44図 )は ,周濤内や古墳の周辺から多数の埴輪片や土師器片,須恵器片が検出

された。いずれも完形品はなく,破片のみである。 1～ 14は円筒埴輪であり,16は須恵器の杯蓋 ,
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17は須恵器の高合付杯である。 1～ 6は 回縁部で, 日径は14～ 18clmを 測る。12・ 14は底部である。

調整は, 1次調整がナナメ方向のハケメで, 2次調整は口縁部がナナメ方向のハケメ,胴部がヨコ

方向のハケメである。底部については,11・ 14は内外面ともハケメの後,底部調整として刻みをつ

けた木製工具によるカキナデがナナメあるいはタテ方向に施されている。13についても同様のカキ

ナデが内面に施されている。また13については,タ ガを指頭圧により押さえつけた痕跡がみうけら

れる。12は,外面はハケメ後,ヘラ状工具によるミガキかケズリを施し,内面はタテ方向に 1次調

整をナデ消すようなハケメを施し,底部を調整している。 1は 2次調整が確認できなかったが,外

面に指頭圧痕が施されている。 8・ 10については焼成が須恵質である。また,15については,前述

した 1号墳より尾根上に約30m上方から出土したものである。これらの埴輪片はいずれも古墳時代

後期のものと思われる。16は蓋で,宝珠状つまみがつき,調整は天丼部が回転糸切り後ヘラケズリ

が用いられる。17は高台付杯で,底部は回転糸切りが用いられている。これらは山陰須恵器編年Ⅳ

期以降のものである。これらの須恵器については,いずれも東側周濤内より他の埴輪とともに出土

しているが,時期的に埴輪が伴う古墳に共伴するものとは思われない。

以上のように, 2号墳は明らかに新しい時期の遺物が濤内から出土するなど,古墳と判断するの

第42図  カンポウ北 2号墳調査後測量図遺物出土状況図

●…埴輪
■…土師器
▲ 須恵器
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に否定的な面もあるが,墳丘状の高まりは人工的なものと考えられ,埴輪の分布状況からみても,

古墳の可能性が高いと判断した。

神代塚古墳

神代塚古墳 (第45図 )は, 1区西調査区の尾根先端部に存在する。墳丘は,後世の開墾等で大き

く改変されていると考えられる。現在の墳丘は南北13m,東西1l m,水 田面からの高さ3.5mで ,

楕円形状を呈している。古墳の主体部は横穴式石室である。南側が羨道部と考えられるが,現在は

石室がほとんど埋まった状況であるため全容は明らかでない (安来市教育委員会1991)。 石室から

は須恵器片が 4点 (第46囲 )表採されているが,周辺に同様の時期の遺構があり, この古墳に伴う

ものと断定はできない。 1～ 3は須恵器の杯身である。たちあがりが短く内傾し,底部はヘラケズ

リで調整している。 4は壺の胴部で,外面はカキメ,'内面はタタキで調整されている。これらの須

恵器はいずれも山陰須恵器編年のⅢ期のものと思われる。

神代塚古墳周辺の調査

神代塚古墳については,保存のため調査区外であり調査を行っていない。古墳周辺の北東側と南

0              10Cm

16                                   o=司
__r____r―■――――――一―――-40Cm

第44図 カンボウ北 2号墳出土埴輪他実測図
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神代塚古墳北東調査区

＼

痒

＼               蜘

第46図 神代塚石室内表採土器 (大森隆雄氏提供)

第45図 神代塚古墳 と周辺地形測量図
(安来市教育委員会提供の測量図を一部改変)
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西側については調査を行ったが,後世の水田開墾等で改変が激しく古墳の規模などを明らかにする

ことはできなかった。

遺物 (第47図)は包含層中より検出された弥生土器や須恵器,土錘などである。いずれも破片で ,

図化可能な土器を掲載した。 1～ 4は北東側, 5～ 13は南西側から出土している。 1は須恵器の杯

蓋, 2は高合付杯である。 3・ 4は土錘である。 5・ 6は弥生土器である。 5は壺の回縁部で,端部

に凹線と浮文が施されている。 6は高杯で, 回縁端部に凹線が施される。 7～ 12は須恵器である。

7・ 8は杯身, 9・ 10は甕,11・ 12は壺の頸部のみで,波状文が施される。13は甕で,外面は格子

タタキ,内面はハケメが施されている。いずれの遺物も神代塚古墳との関係は不明である。

偶

日

δ

OCm

・“纂醸，

　　「
第47図 神代塚古墳周辺調査区出土遺物実測図



I区東調査区包含層中出土遺物 (第48図 )

東調査区の尾根上東部付近に秀生土器の包合層が残っており,い くらかの上器片が検出された。

また,遺構は確認できなかった。以下実測可能な土器を掲載した。

1～ 12はいずれも弥生土器である。 1～ 4は壷で, 回縁は外反し端部外面に擬凹線が施され, 日

径は21～24cmを測る。 1～ 3は頸部以下ハケメ, 4は頸部に沈線文が施される。 5は肩部のみで,

擬凹線が施される。 6は合付壷である。胴部は薄手で, 回縁部は外反するものと思われる。風化が

著しく調整は不明だが,外面胴部と内面にハケメがかすかに確認できる。 7は底部で外面はヘラミ

Ｉ
‐

惟

杜

ぶ

≦

、ヽ

く 讐萎妻尋雲仝 __二 」逹刑 2

0

-       10Cm
第48図 カンボウ遺跡 I区 ,東調査区出土弥生土器実測図
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ガキ調整で,内面は不明である。 8は短頸壷の口縁部で, 口縁端部に擬凹線,肩部に刺突文が施さ

れる。また,風化しているため明らかでないが,刺突文の中に丹塗りの痕跡が残されている。 9～

12は高杯の脚部であり,外面に擬凹線が施される。 9は筒部で,内面にしぼり痕が残る。また,外

面には丹塗りが施されている。10は端部が緩やかだが,11,12は端部が広がり肥厚し,底径は12～

第49図 カンボウ遺跡 I区出土石器実測図

9    1    〒m
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14cmを測る。また,12に は丹塗りが残る。これらの遺物の時期はネ生時代後期前半と思われる。

(深田 浩)

第49図はI区から出上した石器である。いずれも表土直下からの出土で,層位的に時期を限定す

ることはできない。 1は漆黒の黒曜石製の石核である。およそ 9× 7.5× 5 cmほ どの直方体状で ,

a,b,d面 に少ないながらも崇J片を象J離した痕がみられ, a面には大きな敲打痕とそれにより生じ

た割れ円錐状の放射状崇1離痕もみられる。 a面, d面には大きく自然礫面が残り, c面の大きな象J

離面はネガティブな面である。石核素材は角礫を分割したものと思われ,遺跡への搬入形態を示す

ものかも知れない。

2は漆黒の黒H7_石製の掻器である。縦長象J片を素材に,その側縁に腹面側からおよそ70° と比較

的鈍角に崇J離を施して丸みを帯びた刃部を形成している。長さ6.4cm,幅5.Ocm,厚さ1.6cmを測る。

3は安山岩製の横長象J片を素材とした削器である。調査時の破損で 2つに割れ,打面付近には新

しい象J離面がみられる。長さ12.4cm,幅 4.3cm,厚さ1.2cmを測り,腹面刃縁部に背面側から丁寧な

二次加工を施して,およそ直線状に刃部を形成している。さて素材の横長象J片であるが,腹面は打

面のほぼ中央付近に打面のあるポジティブな象1離面一面を基本とし,背面は腹面と同一方向のネガ

ティブな象1離面と石核素材の底面により構成されている。象↓片の端部 (図上の左端)はこの崇J片崇!

離前の大きな象J離面で,石核を構成する大きな面であろう。打面は二面以上の大きな景1離面と背面

側からの細かな象J離面で,緩やかな角度の山形に調整されており,背腹両面の象J離面の打点は新し

い景J離で不明であるが,およそ山形の頂点付近にあるものと推測される。以上のような特徴から,

この削器の素材は瀬戸内技法により取られたいわゆる翼状崇J片である可能性が高いものと考えら

れる。 (丹羽野 裕 )

第 3節  工 区 の 調 査

カンボウ遺跡亜区は,県境の国吉山から急激に下がる斜面が緩斜面に変わる部分に位置する。北

調査区では南向きの斜面で 6世紀後半～ 7世紀初頭の竪穴住居跡状の遺構 3棟 (S104,05,09),

濤状遺構 4(SD01～SD04),北 向き斜面に建物跡 1棟 (SB04),谷底に土墳 4(SKC14～ SK07),濤

状遺構 1(SD05)が検出された。また南調査区では南向き斜面に 3棟並んで 5世紀後半の竪穴住

居跡 (SЮ6～S108)及び10世紀前後と時期不明の土墳 (SK07～ SK03)が検出された。以下,遺構の

種類ごとに説明していきたい。

S104

北調査区の谷底からおよそ 5m上方の南向き斜面で検出された竪穴住居跡状遺構である。斜面の

―-57-一



上方を削って床面を作り出し,壁際には濤を掘っており,竪穴住居跡状を呈しているが,床面東側

は屈曲していながら西側は円弧を描き,不定形を呈す。下方が大きく流出しているため規模は不確

定だが,現状で長さはおよそ2.5mと 非常に小形である。柱穴らしきピットは 7穴検出されている

が,配置は不規則である。

床面及び覆土からはかなりの遺物が出上している。第52図 1,4,5,7は 床面出上の上器である。

1は土師器の鉢である。器壁は分厚く,内外面をヘラケズリにより整形しており,外面には丹塗り

の痕もみられる。 2は土師器甕である。口縁部は大きく外側に開き,打同部内面にはヘラケズリを施

している。 3は須恵器でボール状の杯部を持つ高外である。 4,5は須恵器蓋である。 4は天丼部

と口縁部の境に沈線による段を持ち,天丼部にはヘラケズリを施すが, 5に はいずれの調整認めら

れない6,7は須恵器杯である。 6は 日縁部のかえりが比較的長く,底部のヘラケズリも見られる

が, 7はかえりの長さが短くヘラケズリも見られない。蓋と杯を見ると新旧応、たつの時期のものが

出土しているが,床面出上のものはいずれも新しい特徴を示し,実年代でいうなら7世紀はじめ頃

の住居跡と考えられる。

S105

S104の北東約12mの南向き斜面で検出された竪穴住居跡状の遺構である。斜面を削って平坦面を

作り出しており,柱穴らしきピットも見られるが,形や配列は不規則である。この段の長さは現状

で7.4mを はかり,段斜面は途中で「 く」状に屈曲し,壁際の濤はみられない。壁際から3.4m下方

には,長さ3.lmの小さな段が検出され,底から土師器甕が完形で出上した。何らかの建物が建っ

・ l 図中●は土器出上位置を示す
(数字は実測図番号に対応)

第50図  カンボウ遺跡 I区 ,SIo4実測図
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第51図  カンボウ遺跡Ⅱ区 ,調査後測量図 ,遺構配置図

―-59-―



9     1     10Cm

第52図 カンボウ遺跡Ⅱ区,S104出土遺物実測図

ていたものと思われるが,詳細は不明である。

第54図 1が出上した小形の甕である。胴部はややいびつな円形で, 口縁部はわずかに外反し端部

は丸くおさめる。胴部外面にはハケメ,内面にはヘラケズリを施している①時期の詳細は不明だが ,

古墳時代後期のものであろうか。

S109

SЮ4の南東約40mの緩やかな南向き斜面に検出された竪穴住居跡である。南下方側は後世に削ら

れて残っていないが,東西の辺が掘り方で4.6m,床面で3.5m程度の方形の住居跡と推定される。

壁は比較的急角度で,現状で高さ50cm程度を測る。壁際には底の幅が12～20cmの濤がみられ,床面

には 2個の柱穴状ピットと焼土面が検出された。この住居跡の上方北側にはおよそ50cmの間をおい

て,住居跡を囲むように「 コ」宇状の濤が検出された。この濤は上面で幅が70～80cm,長 さが6.5

mを測る。おそらく住居跡の上方からの水の浸入を防ぐための濤であろう。

遺物は須恵器,土師器が覆土から出土しているが,図示できたのは須恵器蓋 3点である (第54図

2～ 4)である。これらはいずれも天丼部と口縁部の境に2本の沈線を引くことによって区分して

おり,天丼外面にはヘラケズリ, 日縁部内面には浅い沈線がみられる。山陰須恵器編年の典型的な

Ⅲ期で,およそ 6世紀後半頃のものと考えられる。

一-60-一
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第53図  カンボウ遺跡Ⅱ区,S105実 測図

第54図 カンボウ遺跡 Ⅱ区 S105,09出 土遺物実測図
(1-・・・S105,2～牛…・S109)

S106

南側調査区で検出された 3棟の竪穴住居跡のうち,北東最上方部に位置する。地山の赤禍色粘質

土を掘り込んだ方形の竪穴住居跡である。主に北東側斜面を等高線に平行に深く掘り込んでいるが ,

南側は堆積土の流出により確認できなかった。住居跡は北東側の周壁の肩部で5。 9m,床面は5。 3m

である。壁は北東の最も高いところで約50cmで,地山の一番低いところである南側は壁が確認でき

9____「_i__r―キーーーーーーーーーーー10Cm
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所から赤色で炭化物を含む焼土

が確認された。

住居跡覆土の2層 (黒禍色土)

および床面直上から遺物が出土

している (第58図 1～ 9は全て

床面直上出土遺物 )。 1は須恵

器魃で円盤状の底部がみられ ,

内面には回転ナデの後櫛状工具

で接いたと思われるナデが施さ

れている。 2は器高約 7 cmの複

凡例 ●…土師器
△中須恵器
□  ̈石

第57図  カンボウ遺跡Ⅱ区,S106遺 物出土状況図

戦拳.

◎
◎

9      1∝ m

第58図  カンボウ遺跡Ⅱ区,S

―-64-―

106出土遺物実測図



合口縁の土師器小型壺で外面底部は指頭痕跡の上をハケメが切ってあり,外面から頸部内面まで赤

色顔料で塗布されている。 3～ 7は土師器高杯で 3・ 4の杯部分はボール状を呈している。 4は脚

部と杯部が個別に作られ脚部の軸受け部分には直径 5 mmの穴が貫通している。また,脚部,杯部の

接合部外面は粘土による補強が施され,内面には放射状の暗文が見られる。 5。 7は杯部に屈曲部

があり5の脚部には軸受け部分に直径 4 mnlの穴が貫通している。 9の土師器甕は胴部外面にはハケ

メ後に横ナデが,内面にはヘラケズリが施されている。これらの遺物の中から,I期の須恵器が出

土しており, この住居跡は 5世紀末のものと考えることができる。

S107

SЮ6の南約 6mの南向き斜面で検出された竪穴住居跡である。南下方が削平により残っていない

が床面の長さが約4m,幅 2.5mの長方形の住居跡と推定される。残存している壁の高さは約60cm

程度を測ることができる。壁下には残存状況は不良であるが濤が廻る。また,壁際に不規則な配列

圃嗣嗣 爾嗣画

笹渾き§悪彗罫肝
ニ
ト肝酔
軒

lW〉

け

1層 皓黄褐色土
2層  黒褐色土
3層  暗褐色土

(部分的に粘土を合む)
4層  淡暗褐色土
5層  地山

0               2m

第59図 カンボウ遺跡Ⅱ区,S107実 測図
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をした 4個のピットを検出したが主柱穴は不明である。床面は平坦で中央には焼土が確認された。

北側と西側の壁のコーナーの床面から壁に接して土師器甕が出土している (第61図 1)。 回縁部

は複合口縁で,やや内傾気味であるがほぼ垂直にたちあがり,端部は内側につまみだされている。

胴部はほぼ球形で,外面の頸部下方に貝殻刺突による羽状文が施され,胴肩部には横方向の回転ハ

ケメが,また,下半は斜め方向のハケメで調整されている。内面はヘラケズリのちに押圧するよう

なナデ調整が行われている。色調は淡禍色で外面には黒班があり,焼成はやや軟である。日頸部の

状態が古い特徴を残しているが,隣接する住居跡の出土遺物の特徴からみて, 5世紀後半に下る可

能性もあるものと思われる。

S108

1区南調査区で確認された 3棟の竪穴住居跡のうち最下方で,S106の南西約12mに位置する。

S106,07同様に斜面を削って平坦面を作り出しているが,南側半分が流出している。東西の辺が掘

り方で4.4m,床面 4m程度の方形もしくは長方形の住居跡と考えられ,周壁の下には濤が廻って

いる。床面のほぼ中央部には焼上が,また,不規則な配列をしたピットも3個検出された。

第61図 2・ 3・ 4が出土遺物である。 2,3の上師器甕は外面がハケメ,内面はヘラケズリで調整

してある。両者ともに複合口縁の形態を呈しているが, 3はその痕跡をわずかにとどめているにす

第60図  カンボウ遺跡Ⅱ区,S108実 測図
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0                       100m

第61図  カンボウ遺跡Ⅱ区
(1……S107

,S107,08出 土遺物実測図
,2～ 牛… S108)

ぎない。 4は不部にわずかな屈曲部を持つ土師器高郭である。これらの遺物よりこの住居跡は古墳

時代中期のものと考えられる。

SB04

(大本公良)

S104の 谷を挟んで南側の北向き斜面で検出された建物跡である。斜面の方向に一致して 3穴の柱

穴が並び,又北西側の 2穴には下方にも対応する柱穴が検出されている。柱穴の上方には幅50～70

cm,深さ10cm程度の浅い濤がみられるが,柱穴の並びの方向とはややずれている。小規模な掘立柱

第62図  カンボウ遺跡Ⅱ区 ,SB04実 測図
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建物が建っていたものと考えられる。遺物は出上しておらず,時

期等は不明である。

SD02

S104の東約 6mの斜面で検出された

濤状遺構である。斜面の方向にほぼ平

行 して掘 られており,長さ7.4m,幅

およそ50～60cm,深 さ現状で20cm前後

の細長い濤である。遺物は出上 してお

らず,時期,性格とも不明である。

SD03

S104の南西4mの調査区北壁付近で

検出された濤状遺構である。斜面にほ

ぼ平行して東西に延びており,遺構の

東側は用地外にさらに延びていくため

全容は不明であるが,検出部で長さ

9,6m,上面幅が1.2～ 1.5m,深 さ60

clm前後を測る。覆土からは須恵器,上

師器片が出土しているが,いずれも小

片で明確に時期をうかがえる資料はな

い。古墳時代後期以降のものと考えら

れる。

SD04

SD02の 北東上方約 6mに検出され

た長さ4.5m,約 1.3mを測る濤状の遺

構である。斜面の方向とほぼ平行して

作られており,上端からの深さは40cln

前後で,底面はやや傾斜している。濤

の形状を示しているが,長さが短く底

も傾斜しているので,本来的な濤とし

ての機能を果たしていたとは考えにく

く,性格は不明である。遺物も出土し

/ ＼

_じ
ガ

~主

亀

ず
0       1m

第63図  SDo2実 測図
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第64図 SD03実 測図



ていない。

SD05

北調査区の西端

付近,SЮ9の東に

隣接 して検出され

た濤状遺構である。

長さ6.2m,上端

四
堕 引
引 d
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撃 租
旺 世

堕 Щ

◎
/

m

第65図  カンボウ遺跡Ⅱ区,SD04実 測図

幅が85cln～ 136cm,下端幅が36cln～64clnを測り,わずかに湾山している。深さは25cHl～ 40cmで,底

面は基本的に水平である。この濤の東側付近には,柱穴様のピットが4穴検出されている。このう

ち東側の3穴は径20cm～ 30cln,深さ20cln～28cHlを測り,直線状に並んでいるが柱間は不揃いである。

/

Ａ⑬

第66図  カンボウ遺跡Ⅱ区,SD05実 測図
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濤と柱穴の関係は不明だが,方向が一致しておらず互いに無関係である可能性が高い。

SK02(第 69図 )

北調査区のほぼ北端で検出された不正円形の上墳である。長径が5.5m,短径が1.8mを測り,深

さは上方の上端から88cm,下方の上端から28cmを測り,底面はほぼ水平である。土墳内には一括し

て暗黄褐色土が堆積しており,遺物は出土していない。時期,性格ともに不明である。

SK03(第 69図 )

SK02の南東約 5m下方に検出された不正楕円形の上墳である。長径1.2m,短径1.lmを測り,

底面は傾斜している。覆土内から土師器片が出土しているが,小片で図示できるものではない。時

期,性格ともに不明である。

北調査区谷底部の遺構 (第67図 )

北調査区の谷底部分には,遺物を含む大量の土砂が堆積し,その上にいくらかの遺構が検出され

た。谷底のほぼ最低 レベル部分を縫うように,幅が狭くて深い濤 (SD06)が調査区外からのび,

不正形で細長い土墳 (SK05)につながる。このSD06と SK05は第 1黒色帯の下面から切り込んでい

る (第70,75図 参照)。 SD06を切ってSK04が,SK05を切ってSK07と SK08が検出されている。ま

たSD06の北西側には焼土とSK06が検出されたが, これらはSD06の検出面より下面で検出されてお

り,SD06よ りも古い遺構と考えられる。

SD06(第 70図 )

調査区外から下方に向けて谷底最低レベル付近に検出された濤で,わずかにうねりながら下方に

下り標高H.5m付近で南に屈曲してSK05に接続している。第 1黒色帯の下面で検出され,埋上の

上に第 1黒色帯が続いている。幅は32～70cm,深さは lm前後と狭くて深い濤で,斜面の角度は

90° に近い箱形に掘り込まれた濤である。底は弥生時代の包合層である第 2黒色帯を掘り抜いてそ

《重)K06 鰤

焼土

第67図  カンボウ遺跡Ⅱ区,SD06と SK04～ 08各遺構配置図
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の下の層に達している。濤の中には,SK05接続部分を除

いて,基本的に黒混じりの暗禍色土が一括して詰まってお

り,あるいは一度に埋められたものかも知れない。遺構の

性格については,SK05に接続することから,SK05に導水

するような機能を想定しているが,直接的に水がたまった

ような土層状況等はみられず,明言はできない。

埋土内からは須恵器,土師器等が出土している (第71図 )。

1,2はかえりのある杯身, 3,4は底部に回転糸切り痕の

残る杯身で 3には高合が付いている。 4,5は高郭で, 2

方向に 3角形スカシがみられる。さまざまな遺物がみられ

皓黄褐色粘質土
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第69図  カンボウ遺跡Ⅱ区,SK02,03,04,07,08実 測図
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るが,最新の遺物から考えて8世紀以降の遺構と考えられる。

SK04(第 69図 )

第 1黒色帯の下面で,SD06に重なって検出された土墳で,SD06が埋まって後に作られた遺構で

ある。長径2.2m,短径2.lmの不正円形の土墳で,深さは約40cmを測る。埋土内から須恵器杯が出

上している (第71図 7)。 底部には回転糸切り痕がわずかに観察できる。須恵器の特徴及びSD06と

の前後関係から8世紀以降の遺構と考えられる。

SK05(第 70図 )

谷底部の西下方でSD06に連続して検出された土墳である。上端で長さが6.2m,幅が1.4m～ 2.8

mの細長くて不正形を呈し,底面の幅は16～75cmと非常にせまい。南側は地山の斜面を削り込み,

北側は谷底堆積物を掘り込んでいる。内部には粘質の上が堆積しており,水が溜まっていた状況も

考えられるが,明言はできない。

内部からは多くの遺物が出土している (第71図 8～ 18)。 8は小形の壺の蓋であろうか。天丼部

には回転ヘラケズリが施されている。 9は輪状つまみが付く蓋である。10はかえりを持つ杯身,■ ,

12は平底で体部が外に開き,底には回転糸切りが残る外で11は須恵質,12は土師質,13は高合の付

く杯である。14,15は高杯で,15は切れ目をいれただけのスカシの痕跡がみられる。16,17は土製

支脚である。16は外面のほぼ全体をヘラケズリで調整を行っている。18は土師質の甑片であろう。

SD06と 同様にさまざまな時期の遺物が出土しているが,最も新しいと考えられるのが11,12の

外であろう。これらは全形をうかがうことはできないが,およそ 9～ 10世紀頃の遺物と考えられる。

よって同時期と考えられるSD06共 ,々 9世紀以降の遺構と考えられよう。

SK06(第68図 )

SK05の北西約3.2mに検出された土墳で,SD06,SK05の検出面より下方で検出されているため ,

それらより古い遺構である。長辺が92cn,短辺が62cmの隅円長方形で,深さ18cmを測る。周壁は焼

けて赤変し,土墳の底には炭が堆積していたことから,炉として使用されていたものと考えられる。

SK07(第 69図 )

SK05が埋まった後,その北端付近に作られた土墳である。長径60cm,短径55cmの不正円形小形

土墳である。時期,性格ともに不明である。

SK08(第 69図 )

SK05の 南端に重なって,その上で検出された土墳である。長径1.65m,短径1.45mの不正円形

土墳で,深さは30cmを糾る。時期,性格とも不明だが,SK05と の関係から9世紀以降であること

はいえる。                                (丹 羽野 裕)
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SK09(第 72図 )

南調査区の斜面中程,S107の東方 2mに位置し,長軸60cm短車鰈Ocmの精円形を呈する土墳である。

深さ約20cmで黒褐色上が堆積する。遺物は全く出上していない。

SK10(第 72,73図 )

SK09の南 lm付近に隣接して確認された直径約 lm,深 さ50cln程度の円形の上墳である。底面

は平坦で黒禍色上が堆積し,炭化物,多量の角礫に混じって須恵器,土師器が検出された (第74図 )。

上師質土器の杯にはナデ調整が施され (1,2,3)4の碗は外面が淡褐色で内面は黒灰色でミガキ

がみられる。 5は須恵器の壺である。胴部の最も張ったところに幅 6 nln程度の突帯を張り付ける。

底部は平底で指頭圧痕が施されている。胴部外面に平行タタキロ文,内面には扇形の放射状タタキ

1層 黒褐色土 (炭、土器、石を含む)

目文が認められる。 6の須恵器壺は外面が平

行タタキロ文,内面が同心円タタキロ文と認

められるが総体として劣化が著しい。 7の上

師器甕は回縁内外面ヨコナデ,胴部外面上半

はナデ調整が施されているが,一部に薄いヘ

ラ状のもので不定方向のナデがみられる。内

面は横方向のヘラケズリである。形態は回縁

が緩やかに外反し,端部はわずかに上方につ

まみ出され,,胴部はさほど張らない。 9の

上師器甕は口縁内外面回転ナデ,胴部外面は

ハケメのちナデ,内面は横方向のヘラケズリ

で調整されている。回縁の形態は7と 同様で

あるが,胴部はほとんど張りがみられない。

8は 口縁部が大きく外反し,甕もしくは鍋と

思われる。これらの上器の特徴から基本的に

は同時期のものである可能性があり,時期的

には10世紀頃のものと推定される。SK10の

出土遺物の所属時期から考えて,SK10は ,

近くにある3棟の住居跡とは関係しないもの

である。         (大 本公良)

谷底包含層の調査

北調査区の谷底には,深いところで 2m以

(3)一
SK0 9

第72図  カンボウ遺跡Ⅱ区,SK0 9,10実 測図

0                1m

第73図  SK10遺 物出土状況実測図
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カンボウ遺跡Ⅱ区 ,第 2黒色帯より上層出土遺物実測図(1)
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上に及ぶ土砂が堆積し,そ こから多くの遺物が出土した。土層は上下に2枚の黒色土層がみられ ,

上位の層を第 1黒色帯,下位の層を第 2黒色帯と称した (第75図 )。 調査の結果,遺物は基本的に

第 2黒色帯を境に,それより上には古墳時代後期以降の遺物が,第 2黒色帯を含んだ下の層からは

弥生時代後期から古墳時代初頭の遺物が出土した。

第 2黒色帯より上位出上の遺物 (第76,77図 )

須恵器,土師器,土製支脚,鉄滓等の多くの遺物が出上した。 1～ 4は須恵器蓋で, 2,4に は

内面にヘラ記号がみられる。 6～ 11は須恵器杯でかえりを持つもの,高合を持つもの,平底のもの

があり,底部に回転糸切り痕を残すものもある。14～ 16は高杯で,16は小形でボール状の杯部を持

つものである。17は須恵器で,底部には回転糸切り痕を残す。18は須恵器直口壺で底部外面と胴部

下半部に線状のヘラ記号がみられる。20,21は須恵器甕の胴部で,外面には格子状タタキ,20の内

面にはハケメ状の調整がみられる。22は復元口径38cmと やや大形の須恵器甑である。外面は平行タ

タキの後カキメを施し,内面は同心円タタキ痕が見られる。さまざまな時期の遺物が混在している

が,少なくとも8世紀以降に堆積した土層と考えられる。

第2黒色帯以下出上の遺物 (第78,79図 )

弥生時代後期を中心とする遺物が出上している。第78図は甕である。 1はやや浅い鉢状の甕でわ

ずかに内傾する口縁を持つ。 2～ 7は若干外方に開く口縁を持ち,外面に沈線や波状文 (3)を施

している。 2は頸部に 2つの小孔が開けられ, 7は不規則な波状文がみられる。 8,9は内傾する

口縁部を持ち, 8の肩部には櫛状工具による波状文がみられる。10～12は外反する口縁部を持ち,

端部は丸く納める。13,14は 口縁部は外反し,端部をわずかに外方につまみ出すようにして納めて

いる。16は比較的長い頸部に内傾する口縁を持つ壺である。胴部のほぼ中央部にはキザミをいれた

第77図  カンボウ遺跡Ⅱ区,第 2黒色帯より上層出土遺物実測図(2)
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0             1 0cm

第78図  カンボウ遺跡Ⅱ区,第 2黒色帯以下出土遺物実測図(1)
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突帯を,胴部と頸部の境付近には 2条の突帯を貼り付けている。胴部外面,頸部外面には縦方向の

ハケメ,頸部内面には横方向のハケメを施している。胎土は4 mm以下の砂粒を多く含み,色調は淡

橙禍色を呈す。その形態的特徴は九州北部地方の方生後期の上器と類似しており注目される。17～

19は器合である。17は細長い筒部に比較的長く,外方に開く受部が付くもので,筒部は九重式,受

部は的場式の特徴を持つ。19は外面に沈線と波状文を施している。20,21は器種不明であるが,20

は甕の底であろうか。以上の上器の特徴は,時期的に大きく2分できそうである。一つは弥生時代

後期中葉のもので 1か ら7,16～ 19が該当する。今一つは弥生時代末期から古墳時代初頭のもので、

8～ 14が該当する。この時期の遺構は検出されていないが,こ うした土器の存在から既に削平され

た尾根上や用地外に,該当期の集落が存在した可能性が高い。

0             10cm

第79図  カンボウ遺跡Ⅱ区,第 2黒色帯以下出土遺物実測図(2)
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遺構に伴わない遺物 (第30,81図 )

第80図は北調査区の東端,SD04の南東付近で重なって出土した須恵器杯である。かえりがやや

内傾して立ち上がり,底部には回転ヘラケズリを施す。 6世紀後半頃のものと考えられる。

第81図は南調査区で出土した遺物である。 1～ 3は方生土器の回縁部, 4,5が底部で,およそ

弥生時代後期のものであろう。 6～ 9は須恵器で, 6は蓋, 7～ 9は壷の底部であろう。10～12は

土錘である。ほぼ球形のものとやや膨らんだ円柱

状のものがある。時期は不明である。13は欠損し

ており全形は不明だが磨製石斧の基部であろう。

遺構は検出されていないものの,弥生時代及び 7

世紀前後の遺物が出土しており,既に失われてい

るものの南調査区の近辺に何らかの当該期の遺構

があった可能性が高い。
0                        10cm

第80図  北調査区出土遺物実測図
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第81図  カンボウ遺跡Ⅱ区南調査区 ,遺構に伴わない遺物実測図
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第 4節 小 結

以上記してきたように,カ ンボウ遺跡では古墳時代後期の住居跡等の遺構や古墳が検出されたほ

か,注目すべき遺物が多く出上した。以下簡単に今回の調査の成果についてまとめてみたい。

旧石器時代の遺物 I区から出上した安山岩製削器 (第49図 3)は ,その素材が幅広い横長象J片

で,背面にはこの象J片象J離と同方向,同打面の祭J片が取られたネガティブ面と底面がみられ,打面

部には背面方向からの調整崇J離がみられる。この特徴は山形に調整された打面から連続して横長の

崇J片を象Jぎ取る「瀬戸内技法」によって取られた翼状象1片の特徴と同一である。その他に関連資料

がないことから断言はできないが, これは翼状象J片を素材にしている可能性も十分考えられる。県

内で瀬戸内技法関連の遺物は,古曽志平廻田遺跡から国府形ナイフ形石器類似のナイフ形石器が 2

点出土している (足立,丹羽野1989)が ,これらは加工の度合いが大きく,翼状象J片素材かどうか

は断言できる資料ではなく,その意味で貴重な資料といえる。また翼状票J片は基本的に国府形ナイ

フ形石器の素材であり,本例のようにていねいに削器に加工した例は稀な例といえようを
)

弥生時代の遺物 I区東調査区東側,I区北調査区谷底部からは相当量の弥生土器が出土した。

I区東調査区では主に弥生時代後期前半の土器 (第48図)が,I区谷底部では後期中葉と後期末～

古墳時代初頭の土器が出上しており, この地域が弥生時代後期を中心に生活の舞合となっていたこ

とがうかがえる。遺構は検出されなかったが,果樹園等で既に削平された尾根頂上付近に集落があっ

た可能性が高い。果樹園ではなかったI区東調査区東端付近で集中して弥生土器が出土しているこ

とや,安来市周辺の他の調査で尾根頂上部に高い比率で弥生後期の住居跡が検出されてい乏笹とが

それを傍証するであろう。

また他地域からの搬入品,または影響を受けた土器が出上したことは注目される。第48図 4は比

較的長い頸部にヘラ描きの沈線がめぐり, 日縁部が内傾して上下に肥厚するあり方などは,吉備地

方のいわゆる上東式の重に合い通ずる特徴といえる。胎土は当地域に通有の黄褐色を呈し,細部の

特徴などには違和感があることから,吉備地方ないし近隣地域からの何らかの影響を受けて当地で

製作されたものであろうか。一方Ⅱ区谷底部で出土した壺 (第79図16)は,その形態や調整のあり

方は明らかに九州北部地方のそれの特徴を具備している。北九州地方の編年に照らし合わせれば,

大まかに後期中葉の特徴をもち,それは谷底部第 2黒色帯以下出上の上器のうち古相の時期と一致

する。胎土にはやや大粒の石英,長石,雲母等を合み,色調の特徴などからも北九州地方からの搬

入品の可能性が高い。九州地方の上器が他地域に流出している例は比較的少ない (常松1992)だけ

に貴重な例といえる。この他にも,隣接する石田遺跡でも山陽地方の特徴を持つ土器も出土してお

り,他地域との交流を示す資料が多く出上したことはこの地が国境に立地することと合わせて興味
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深い事実といえる。

古墳 I区において,古墳の基底部残欠が 2基,さ らに東調査区東端から 1点ながら埴輪が出土

したことから可能性としては 3基の古墳が存在したことが明らかになった。相当深くまで削平され

ていただけに,さ らに全く検出できなかった古墳があった可能性も否定できない。これらの古墳の

時期については,出土した円筒埴輪 しか判断材料がなく,厳密な時期特定は困難だが,少なくとも

2号墳出上の埴輪は底部調整が行われ,底端部には切断調整がみられないことから,およそ 6世紀

後半期頃とみて大過ないものと考えられる。

ところでカンボウ遺跡に続く尾根には神代塚古墳や神宝古墳群などの古墳が知られ, この丘陵一

帯に古墳時代後期にはかなりの古墳が築かれたことが明らかになった。現状ではこれらの古墳群の

あり方や時期の詳細を語ることはできない。しかしこの丘陵の谷を隔てた西側の丘陵には穴神横穴

群等の横穴墓が多く存在 し,あたかも古墳と横穴墓が墓域を分けているがごとき様相を呈す。両者

の前後関係はいまだ十分に明らかではないが,神代塚古墳の石室は出雲地方東部においては余り例

のない形態であり,横穴墓は逆に出雲地方東部の影響を受けたものの可能性が強い。「国境の地」

であるだけに古墳時代後期の激動が浮かび上がってくるかも知れない。

(丹羽野 裕 )

註

(1)翼状崇1片を削器,機器等に利用した例は京都府広沢池遺跡 (佐藤1993)や沢池遺跡 (松藤1974),香

川県国分台遺跡群 (竹岡19拠)等が知られているが,全体の割合からすればきわめて少なく,特に本

例のような刃縁部全体にわたり丁寧な加工を施す例は希有な例であろう。

(2)安来道路建設に伴う調査では非常に高い割合で尾根頂上から弥生時代後期の住居跡が検出されている。

宮内遺跡,大原遺跡,臼 コクリ遺跡,越峠遺跡 (宮本,山尾1993,今 岡,寺尾1994),岩 屋口遺跡

(平成4年度調査),普請場遺跡,猫の谷遺跡 (平成5年度調査)などが具体例である。

(3)福岡市教育委員会,常松幹雄氏にご教示いただいた。
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足立克己・丹羽野裕 19働『古曽志遺跡群発掘調査報告書』 島根県教育委員会
今岡一三・寺尾令 1994「臼コクリ遺跡。大原遺跡―一般国道九号 (安来道路)建設予定地内埋蔵 文化財

発掘調査報告書Ⅳ」島根県教育委員会

佐藤良二 1釣 3「京都市広沢池遺跡の掻器一例」『十日石器考古学』47

竹岡俊樹 1984「国分合遺跡群」『日本の旧石器文化』3雄山閣

常松幹雄 1992「大和・纏向遺跡における北部九州の壺形土器J『庄内式上器研究』Ⅲ
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第 5章 国
キ
口

立地と調査の概要 国吉遺跡は,吉佐町字国吉1261-1外にあり,鳥取県との県境にある標高約

60mか ら86mの丘陵上に立地する。北には,中海,島根半島,弓が浜,東には,米子市衡,大山を

望み,西には,眼下にカンボウ遺跡,石田遺跡を俯駁する事が出来る。

調査は,馬の背状にはぼ南北に延びる尾根に,地形の変化に配慮して合計28ヵ 所の トレンチを設

定した。当初, この尾根には 3ヵ 所の高まりがあり,墳丘墓の存在する可能性も考慮されていた。

北の高まりには3ヵ 所の トレンチ (13～ 15)を設定した。いずれも,表土から30～50cmで地山に

達し,遺物,遺構とも検出できなかった。

南の高まりには,頂部平坦面に東西,南北に直交するように4ヵ 所のトレンチ (10,■ ,16,26)

を,ま た,西斜面にトレンチ19を設定した。 トレンチ10では地山ブロックを若干合む厚さ約20cmの

盛り上とも考えられる黄禍色土が確認された。このため,遺構の確認を行うべく,さ らに,地山と

跡遺

/
塩

プ
k絡

`塩

デ

亀
臨

第32図  トレンチの配置
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考えられた赤禍色粘質土まで掘り下げ,精査をおこなった。黄禍色土は トレンチ11,16,26で も平

坦面の中央部では確認されたが周辺では順次消滅することが確認された。いずれの トレンチも赤禍

色粘質土まで掘り下げ,精査を行った。 トレンチ11では北側半分の地山が岩盤に変わり,斜面なり

に傾斜している様子が確認された。この南の高まりにおいては遺構,遺物ともに検出することはで

きなかった。確認のため, トレンチ10の西に トレンチ19を設定したがやはり遺構,遺物ともに確認

できなかった。

中央の高まりとその南北の尾根上には20ヵ 所の トレンチを設定した。ほとんどの トレンチは,表

土から20～ 30cmで地山に達した。このうち, トレンチ 8か らは石蓋土墳 1基を検出した。

石蓋土墳  トレンチ 8で検出した石蓋土墳は,約 5 cm表土を除去したところで集石の上面を確認

したため,周囲を精査してその全容を明らかにすることとした。その結果,南北70cm,東西35cmの

範囲にほぼ長方形の石棺の蓋石様の割石の集石を確認した。石は,概ね 3段に重ねられていた。一

番下の石は 3枚で構成され,ほぼ水平に置かれ,それぞれの石の重なりは無かった。上 2段の石は ,

下の石の繋ぎ目を覆っていたものと判断された。石を取り除くと,その下からは上縁が15cm× 55cm,

深さ15cmの南北に主軸をとる小さな長方形の上墳を検出した。蓋石の堀り方は一部を除いて確認で

きなかった。土墳内からは,遺物は検出されなかった。

小結 この遺跡で検出さ

れた石蓋土墳と類似するの

は,P取県米子市新山研石

山遺跡例がある。ここでは ,

他に石積木棺墓,小石棺を

伴っている。石積木棺墓か

らは鉄剣と鈍が出上してい

る。しかし,他に上器など

の共伴遺物が存在しておら

ず,時期は明らかでないと

いう。

米子の例からすると,国

吉遺跡の石蓋土墳は,墓の

可能性が強い。性格,時期

等今後の資料の増加をまっ

て検討したい。

0               1m

Ⅲ層
Ⅳ層

子

暗茶灰色土
暗黄灰色土 (粘質)
黄灰色土 (粘質)
黄褐色上

第84図 石蓋土境実測図
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図 Ⅶ





図版 1

カンボウ遺跡から

国吉遺跡

手前 カンボウ遺跡I区

中 カンボウ遺跡H区
奥尾根頂上 国吉遣跡
国吉遺跡の向うは鳥取県



石田遺跡

I区完掘状況全景 (南西側より)

石田遺跡

I-1区SЮ l完掘状況 (北側より)

石田遺跡

I-1区 SЮl完掘状況 (南側より)



図版 3

石田遺跡

I-1区 SЮ lカ マド正面 (東側より)

石田遺跡

I-1区 SЮlカマド断面 (北側より)

石田遺跡

I-2区完掘状況全景 (北側より)



図版 4

石田遺跡
I-2区焼土直上遺物出土状況

石田遺跡I-2区 SK02(東側より)

石田遺跡I-3区土器溜 (西側より)



図版 5
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鰯

石田遺跡

Ⅱ-1・ 2区 SR01全景 (西側より)

石田遺跡Ⅱ-3区 SD05・ 06検出状況

石田遺跡

Ⅱ-6区SR01断面1(南西側より)



図版 6

石田遺跡

Ⅱ-6区SR01断面2(南西より)

石田遺跡

Ⅱ-6区SR01全景 (南西より)

石田遺跡
Ⅱ-6区SR01流木出土状況 (北より)



図版 7

石田遺跡

Ⅱ-5区全景 (南より中海方面を望む)

石田遺跡Ⅲ区SR01全景 (南側より)

石田遺跡Ⅲ区SR01断面 (西側より)



I-2区出土須恵器

I ttSЮ l出土土師器

Ⅱ-1区出土須恵器

IttSK01出土須恵器

I-3区出土須恵器

I-3区SD01出土須恵器

I-3区出土土師器

I-3区土器溜出上土師器I-3区土溜出土土製品



図版 9

I-3区出土須恵器

Ⅱ区SROi出土須恵器

I-3区土器溜出土竃

I-2区SK02出土土師質土器

I-3区 SD01出土須恵器

Ⅱ-6区SX01出土須恵器

Ⅱ区SR01出土須恵器 Ⅱ区SR01出土須恵器Ⅱ-2区出土土師器
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図版10
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図版11
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図版12

カンボウI区 SЮ l・ 02完掘状況
(西より)

カンボウI区 SЮ l・ 02完掘状況
(南より)

カンボウI区 SЮ l・ 02土層断面



図版13

カンボウI区 SЮ2内土層断面

カンボウI区 SЮ3付近土層断面

カンボウI区 SB01・ SD01全景



図版14

カンボウI区 SK01遺物出上状況

カンボウI区北1号墳全景

カンボウI区北2号墳全景



図版15

カンボウI区北1号墳周溝土層断面

カンボウI区北2号墳土層断面

カンボウI区北2号墳遺物出土状況



図版16

カンボウ追跡Ⅱ区全景
上 :南調査区
下 :北調査区
右 :I区東調査区

カンボウ遺跡Ⅱ区北調査区全景

カンボウ追跡Ⅱ区南調査区全景



図版17

カンボウ遣跡Ⅱ区SЮ4土層断面

カンボウ遺跡Ⅱ区SЮ4全景
(北上方から)

カンボウ遺跡Ⅱ区SЮ5全景 (西から)



カンボウ遺跡Ⅱ区SЮ5遺物出土状況

カンボウ遺跡Ⅱ区南調査区全景
SЮ 6・ 07・ 08(東上方国吉遺跡から)

カンボウ遺跡Ⅱ区SЮ 6。 SЮ7(手前 )


